
近
世
五
郎
兵
衛
新
田
村
の
記
録
管
理
と
村
政

保
　
坂
　
裕
　
興
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は
じ
め
に

　
近
年
の
近
世
村
落
史
研
究
の
「
つ
の
傾
向
は
、
組
合
村
や
郡
中
な
ど
を
単
位
と
す
る
地
域
運
営
能
力
を
探
り
、
そ
こ
に
近
代
社
会
に
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

承
さ
れ
る
近
世
の
達
成
点
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
も
ひ
と
ま
ず
一
村
落
に
限
定
し
、
村
運
営
の

方
法
や
さ
ら
に
は
名
も
な
い
百
姓
の
行
動
や
意
識
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
公
的
成
熟
を
遂
げ
た
の
か
を
、
記
録
管
理
史
の
視
座

か
ら
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
対
象
と
す
る
村
落
は
、
信
濃
国
佐
久
郡
五
郎
兵
衛
新
田
村
（
現
長
野
県
浅
科
村
）
で
あ
る
。
当
該
村
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
が
様
々
に
取

り
上
げ
て
い
る
が
、
本
稿
と
の
関
連
で
大
石
慎
三
郎
氏
の
二
篇
の
論
考
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
一
九
六
八
年
に
発
表
さ
れ
た
A
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
近
世
的
村
落
共
同
体
の
構
造
と
そ
の
再
生
産
過
程
」
は
、
〈
抱
親
・
抱
〉
関
係
を
析
出
し
、
「
抱
親
」
は
耕
地
開
発
が
頭
打
ち
に
な
る
寛

文
期
ま
で
に
入
村
し
高
持
百
姓
に
な
っ
た
「
本
百
姓
」
（
後
に
は
「
長
百
姓
」
と
称
さ
れ
る
）
、
「
抱
」
は
そ
れ
以
外
の
高
持
百
姓
あ
る
い
は



無
高
百
姓
で
あ
り
、
前
者
は
村
役
人
選
任
権
・
入
会
権
を
所
持
す
る
村
政
構
成
員
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
構
成
員
た
り
、
凡
て
い
な
い

と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
構
造
は
、
「
用
水
掛
水
」
に
よ
っ
て
再
生
産
が
か
ろ
う
じ
て
維
持
し
う
る
近
世
村
落
共
同
体
の
所
産
で
あ
る
と
結

ぶ
・
芳
・
B
論
文
「
村
方
三
役
の
監
」
で
は
・
一
七
二
四
（
享
保
九
）
年
の
村
落
内
闘
象
大
き
藷
響
し
て
コ
讐
姓
L
を
代
表

す
る
「
百
姓
代
」
が
登
場
し
、
村
政
の
監
査
役
が
設
定
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
篇
は
、
村
運
営
の
あ
り
方
か
ら
見
た
場
合
、
村
政

構
成
員
1
1
「
本
百
姓
」
と
す
る
点
と
「
一
般
百
姓
」
の
代
表
が
村
政
の
監
査
．
合
理
化
に
あ
た
っ
た
と
す
る
点
で
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
に

読
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
統
一
的
に
考
察
し
て
み
る
余
地
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
は
、
史
料
一
点
つ
つ
の
内
容
情
報
を
読
み
と
る
こ
と
に
加
え
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
文
書
を
作
成
し
保
管
し
た
か
、
ま
た

そ
れ
は
誰
の
も
の
で
あ
り
、
誰
が
利
用
権
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
な
ど
の
記
録
管
理
の
あ
り
方
に
留
意
す
る
。
個
々
の
史
料
だ
け
か
ら
は

二
律
背
反
に
見
え
る
事
柄
も
、
史
料
全
体
の
保
管
の
さ
れ
方
の
中
に
、
そ
れ
を
解
く
鍵
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
視
点
の
重
要
性
を
提
起
し
た
安
藤
正
人
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
史
料
の
情
報
価
値
は
、
内
容
情
報
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
周
縁
に
外
形
、
保
管
形
態
そ
し
て
出
所
の
情
報
が
重
層
的
に
存
在
し
（
「
史
料
情
報
の
四
重
の
輪
」
）
、
相
互
に
補
完
し
あ

い
な
が
ら
一
個
の
史
料
の
情
報
纏
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
き
。
ま
た
・
れ
に
合
わ
せ
て
、
あ
る
家
に
讐
れ
た
史
料
群
を
検
討
す
・

際
に
は
、
第
一
に
作
成
・
蓄
積
母
体
の
組
織
機
構
、
第
二
に
そ
れ
に
関
わ
る
機
能
、
第
三
に
記
録
形
態
と
類
型
を
上
位
か
ら
下
位
へ
と
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

エ
ラ
ル
ヒ
ー
状
の
構
造
と
理
解
す
べ
き
だ
と
す
る
「
文
書
群
の
階
層
構
造
」
論
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
情
報
価
値
論
と
階
層
構
造
論
を

セ
ッ
ト
に
し
て
史
料
を
捉
え
る
方
法
に
よ
っ
て
、
未
知
数
の
新
し
い
歴
史
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
筆
者
も
科
学
的
な
史
料
批
判
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　

た
め
に
は
こ
れ
ら
が
不
可
欠
だ
と
す
る
立
場
か
ら
、
若
干
の
方
法
的
敷
術
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
を
受
け
て
、
歴
史
研
究

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
記
録
管
理
史
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
課
題
と
し
て
い
る
。

　
考
察
に
先
立
ち
、
近
世
五
郎
兵
衛
新
田
村
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
現
小
諸
市
の
南
方
に
位
置
し
た
当
該
村
は
、
市
川
五
郎
兵
衛
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が
一
六
二
六
（
寛
永
三
）
年
に
小
諸
藩
主
松
平
忠
憲
よ
り
新
田
開
発
の
許
可
を
得
た
後
、
用
水
開
馨
を
す
す
め
て
開
か
れ
た
。
　
一
六
三
三

（
寛
永
一
〇
）
年
に
施
行
さ
れ
た
最
初
の
検
地
で
は
四
三
九
石
余
が
打
ち
出
さ
れ
、
一
七
世
紀
末
葉
に
は
六
八
九
石
余
、
一
七
八
〇
（
安
永

九
）
年
に
は
七
〇
六
石
四
斗
三
升
六
合
に
増
加
し
、
幕
末
ま
で
続
く
。
当
初
は
小
諸
藩
領
で
あ
っ
た
が
、
＝
ハ
四
八
（
慶
安
元
）
年
に
幕
府

領
（
た
だ
し
小
諸
藩
預
り
地
）
、
一
六
六
一
（
寛
文
元
）
年
に
は
甲
府
藩
領
、
一
七
〇
一
（
元
禄
一
四
）
年
以
降
幕
府
領
へ
と
変
遷
す
る
。
村
内

に
は
上
原
．
中
原
．
下
原
の
三
つ
の
集
落
が
形
成
さ
れ
、
家
数
は
一
六
七
五
（
延
宝
三
）
年
に
六
三
軒
、
一
七
〇
一
年
に
は
一
二
一
軒
に
増

え
、
一
七
三
〇
年
代
か
ら
一
八
二
八
（
文
政
＝
）
ま
で
は
一
五
〇
か
ら
一
九
〇
軒
を
推
移
ぬ
㍑
。

　
ま
た
名
主
は
、
市
川
五
郎
兵
衛
と
と
も
に
開
発
に
あ
た
っ
た
柳
沢
所
左
衛
門
が
就
任
し
、
以
後
柳
沢
家
一
族
が
勤
め
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
近
世
前
期
に
名
主
を
勤
め
た
現
柳
沢
本
也
家
と
主
に
後
期
に
勤
め
た
現
柳
沢
信
哉
家
に
伝
来
し
た
史
料
を
主
と
し
て
用
い
る
。
こ
れ

ら
は
現
在
、
長
野
県
浅
科
村
五
郎
兵
衛
記
念
館
と
学
習
院
大
学
史
料
館
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
の
後
半
で
論
及
す
る
文
書
箪
笥
（
い
ず
れ
も
柳
沢
信
哉
家
旧
蔵
、
学
習
院
大
学
史
料
館
現
蔵
）
に
つ
い
て
の
知
見
は
、
小
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

和
子
氏
が
調
査
の
上
、
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
明
記
す
る
。

一

一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
村
政
秩
序
と
組
織
的
記
録
管
理
の
成
立

　
　
－
一
七
三
二
年
村
方
文
書
引
継
目
録
の
意
義
1

（一

j
問
題
と
す
る
引
継
目
録
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1

一
七
三
二
（
享
保
一
七
）
年
、
五
郎
兵
衛
新
田
村
の
名
主
は
三
左
衛
門
か
ら
弥
五
右
衛
門
に
引
き
継
が
れ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
作
成
．



さ
れ
た
次
の
史
料
の
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
、
考
察
を
進
め
て
い
こ
う
。

史
料
一

　
　
　
覚

　
一
御
水
帳
拾
五
冊

　
一
御
高
帳

　
一
水
反
別
帳

　
一
御
免
状

　
一
御
指
出
シ

　
一
明
細
帳

　
一
相
浜
村
分
水
証
文

　
一
御
蔵
屋
敷
証
文

　
一
下
原
芝
地
証
文

　
一
同
所
入
会
証
文

　
一
郷
林
証
文

　
右
之
通
り
此
度
髄
二
請
取
申
候
、
此
外
名
主
本
入
用
書
物
御
座
候
ハ
㌧
重
而
御
見
出
シ
御
渡
シ
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
弥
五
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
伝
　
兵
　
衛
印

　
　
　
享
保
十
七
年
子
二
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断
　
宇
右
衛
門
　
印

52



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断
　
半
　
　
七
　
　
（
無
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断
文
　
四
郎
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代
　
清
左
衛
門
（
肥

す
な
わ
ち
文
言
通
り
に
読
む
な
ら
ば
、
こ
の
文
書
は
旧
名
主
に
対
し
て
新
名
主
を
は
じ
め
と
す
る
村
方
三
役
が
連
帯
し
て
、
名
主
元
の
書

物
を
引
き
継
い
だ
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
形
式
で
村
方
文
書
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
当

然
の
・
と
と
考
え
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
苧
「
柳
姿
お
よ
び
歴
代
名
主
謝
」
か
ら
も
わ
か
る
通
り
・
こ
の
時
の
交
替
は

別
家
へ
の
引
き
継
ぎ
で
あ
り
、
目
録
が
必
要
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
引
き
継
が
れ
た
＝
件
の
文
書
の
性
質
と
、
村

方
三
役
の
連
署
の
意
義
を
探
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

表1柳沢家および歴代名主系譜

1
～
一
六
五
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
〇
年
～

所
左
衛
門
暴
窺
左
衛
門
　
肘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

　
　
　
一
七
三
穿
　

一
七
四
三
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
纐

　
⊥
差
衛
門
i
三
左
衛
門
…
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
端

　
　
　
一
七
三
年
～
　
一
七
五
七
争
　

一
七
七
八
年
～
　
9
一
八
〇
五
争
勃

　
ー
弥
五
右
衛
門
－
所
左
衛
門
－
所
左
衛
門
ー
所
左
衛
門
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

　
－
源
右
衛
門
（
別
家
ス
ル
）
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（
二
）
一
七
世
紀
に
お
け
る
用
水
開
発
者
市
川
氏
と
名
主
家
の
機
能

　
開
村
か
ら
一
八
世
紀
は
じ
め
ま
で
の
村
運
営
の
あ
り
方
を
見
て
い
こ
う
。
開
発
許
可
を
得
た
市
川
家
の
古
文
書
は
、
一
九
八
三
年
に
公

開
さ
れ
、
村
運
営
へ
の
関
与
が
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
市
川
五
郎
兵
衛
家
は
、
一
六
四
二
（
寛
永
一
九
）

年
に
開
発
の
褒
美
と
し
て
新
田
の
う
ち
一
五
〇
石
を
知
行
地
と
し
て
も
ら
い
、
一
六
七
〇
（
寛
文
一
〇
）
年
頃
ま
で
当
該
新
田
村
に
在
住
し

た
。史

料
二

　
　
　
　
指
上
申
手
形
事

　
一
拙
者
儀
今
度
御
普
請
二
付
而
い
た
つ
ら
成
我
ま
・
仕
候
付
而
、
新
田
御
払
被
成
候
処
二
、
長
念
寺
様
へ
か
け
入
申
候
而
長
念
寺
様
御

　
　
渡
り
候
付
而
御
済
恭
奉
存
候
、
以
来
我
ま
＼
成
儀
仕
候
者
、
い
か
様
二
も
被
申
付
可
被
成
候
、
少
も
御
う
ら
ミ
申
間
敷
候
、
為
後
日

　
　
侃
如
件
、

　
　
　
慶
安
三
年

　
　
　
　
三
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
新
田
藤
右
衛
門
印

　
　
　
　
市
川
四
郎
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
製

　
こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
用
水
普
請
に
対
す
る
「
我
ま
・
」
を
働
い
た
下
新
田
（
下
原
の
集
落
を
さ
す
）
の
藤
右
衛
門
の
村
内
去
就
は
、

市
川
家
が
掌
握
し
て
い
た
。
ま
た
一
六
六
九
年
、
隣
村
矢
嶋
村
が
干
天
の
た
め
五
郎
兵
衛
用
水
の
水
を
分
け
て
も
ら
っ
た
時
も
、
そ
の
決
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（
1
2
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

定
権
を
市
川
家
が
所
持
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
入
会
の
利
用
の
仕
方
と
違
反
者
の
処
罰
権
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
用
水
掛

水
に
よ
っ
て
再
生
産
を
維
持
し
た
当
該
新
田
村
で
は
、
用
水
開
発
者
市
川
氏
が
、
知
行
地
内
だ
け
で
は
な
く
、
村
全
体
に
対
し
て
用
水
利

用
・
管
理
権
を
中
心
に
百
姓
の
村
内
去
就
決
定
権
な
ど
も
所
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
五
郎
兵
衛
新
田
村
の
内
に
は
、

文
書
記
録
の
蓄
積
母
体
と
し
て
、
名
主
家
の
ほ
か
に
、
以
上
の
権
限
を
所
持
し
た
市
川
家
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
関

わ
る
文
書
記
録
が
史
料
一
の
村
方
文
書
引
継
目
録
に
入
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
名
主
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
一
六
五
一
（
慶
安
四
）
年
六
月
、
弥
左
衛
門
ら
が
名
主
武
右
衛
門
の
非
分
を
市
川
五
郎
兵
衛
に
訴
え

た
次
の
史
料
三
に
よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
三

　
　
　
　
　
御
訴
訟
申
上
候
御
事

　
一
拙
者
共
二
御
預
ヶ
被
成
候
田
地
、
古
四
郎
兵
衛
殿
御
申
置
之
由
二
て
拾
七
年
以
前
武
右
衛
門
方
江
御
渡
シ
被
成
候
付
、
如
跡
々
之
手

　
　
間
を
も
武
右
衛
門
方
江
い
た
し
作
り
候
へ
由
御
申
候
得
共
、
罷
成
間
敷
と
申
候
得
者
、
下
仁
田
江
御
よ
ひ
下
シ
御
代
官
様
江
被
仰
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
殿
力
）

　
　
候
処
二
、
市
左
衛
門
□
・
市
兵
衛
殿
・
作
右
衛
門
殿
御
扱
二
て
古
四
郎
丘
ハ
衛
殿
御
代
二
与
三
郎
三
拾
六
人
い
た
し
候
手
間
を
三
拾
人

　
　
之
筈
、
作
蔵
廿
四
人
之
手
間
を
廿
人
之
筈
二
い
た
し
、
其
外
何
義
二
よ
ら
す
以
来
武
右
衛
門
非
分
無
之
筈
二
て
拙
者
共
致
合
点
罷
有

　
　
候
処
二
、
近
年
色
々
無
理
仕
候
処
迷
惑
仕
、
度
々
貴
様
へ
訴
訟
申
候
得
共
御
と
り
上
無
之
御
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
公
儀
な
り
二
年
々
御
年
貢
御
や
く
儀
を
納
候
御
百
姓
二
御
座
候
処
二
、
到

ご
存
知
之
こ
と
く
高
弐
百
拾
七
文
之
田
地
も
ち
来
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

人
組
は
す
さ
れ
申
候
処
迷
惑
二
御
座
候
御
事

（一

撫
�
ｪ
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

一
田
地
之
高
人
別
御
あ
ら
た
め
御
帳
二
も
は
す
し
被
申
候
、
其
上
弐
百
拾
七
文
之
我
等
共
名
田
を
利
右
衛
門
名
田
之
高
二
書
入
申
候
者
、



こ
れ
も
多
ふ
だ
い
二
可
仕
た
く
ミ
ニ
て
御
座
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

弐
人
三
人
御
座
候
御
百
姓
も
御
あ
ら
た
め
帳
二
不
残
の
り
申
候
処
二
、
拙
者
共
ハ
仁
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人
二
て
拾
九
人
御
座
候
処
を
は
す
し
申
候
御
事

　
（
以
下
を
略
す
）

こ
の
第
一
条
目
の
「
手
間
」
は
、
用
水
普
請
の
労
働
を
さ
し
、
そ
の
日
数
の
過
不
足
は
諸
役
ま
た
は
村
入
用
な
ど
の
金
銭
勘
定
で
精
算
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
名
主
武
右
衛
門
は
、
用
水
普
請
の
差
配
、
お
よ
び
諸
役
・
村
入
用
等
の
勘
定
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
第
二
条
目
か
ら
は
村
落
構
成
員
の
五
人
組
編
成
、
第
三
条
目
か
ら
は
村
内
百
姓
の
所
持
高
確
定
の
実
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

　
史
料
三
に
よ
れ
ば
、
名
主
武
右
衛
門
は
こ
れ
ら
の
機
能
を
独
占
的
に
果
た
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
一
六
八
〇
（
延
宝
八
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

に
は
三
左
衛
門
の
名
主
就
任
に
あ
た
っ
て
、
八
人
の
長
百
姓
が
、
名
主
の
諸
役
一
三
石
分
の
免
除
を
取
り
決
め
て
い
る
。
市
川
家
が
村
を

離
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
お
そ
く
と
も
一
七
世
紀
末
葉
に
は
、
〈
開
発
者
・
名
主
〉
に
よ
る
村
運
営
体
制
か
ら
、
〈
名
主
・
長
百
姓
〉
体

制
に
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
組
頭
と
百
姓
代
の
成
立

　
さ
ら
に
一
八
世
紀
は
じ
め
ま
で
の
間
に
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
組
頭
、
そ
し
て
百
姓
代
が
登
場
す
る
。
ま
ず
組
頭
に
つ
い
て
で
あ
る
。

当
該
期
の
史
料
の
う
ち
村
内
で
の
位
置
が
知
ら
れ
る
署
名
者
を
検
討
し
て
い
っ
た
場
合
に
、
一
六
八
〇
年
代
ま
で
は
先
の
八
人
の
長
百
姓

が
、
領
主
へ
の
提
出
文
書
な
ど
で
「
組
頭
」
と
言
い
替
え
る
例
が
存
在
す
る
。
彼
ら
の
交
代
に
つ
い
て
名
前
を
見
る
に
、
同
家
の
世
代
交

代
か
と
思
わ
れ
る
例
が
多
く
、
ま
た
他
村
か
ら
宛
て
ら
れ
た
文
書
の
宛
所
は
「
名
主
・
年
寄
衆
」
と
さ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
お
そ
ら



近世五郎兵衛新田村の記録管理と村政

く
は
、
約
四
〇
名
と
さ
れ
る
長
百
姓
の
一
部
が
慣
例
的
に
年
寄
衆
を
形
成
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
六
九
〇
年
代

以
降
、
一
文
書
の
中
で
「
長
百
姓
」
と
「
組
頭
」
を
区
別
し
て
署
名
す
る
例
が
現
れ
、
一
七
二
〇
年
代
以
降
に
「
長
百
姓
」
は
公
的
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

か
ら
ほ
ぼ
姿
を
消
し
、
「
組
頭
」
が
こ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
に
つ
い
て
一
七
一
⊥
ハ
（
享
保
元
）
年
の
村
明
細
帳
下
書
に
、

組
頭
は
惣
百
姓
の
相
談
で
取
り
決
め
、
ま
た
組
頭
給
は
年
切
り
に
取
り
決
め
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
長
百
姓
」
と
区
別
さ
れ
る
「
組

頭
」
は
、
手
続
き
を
経
て
、
し
か
も
役
給
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
性
格
を
も
つ
、
村
役
人
と
し
て
の
組
頭
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
百
姓
代
の
成
立
に
つ
い
て
、
惣
百
姓
結
合
の
あ
り
方
を
指
標
と
し
て
見
て
い
こ
う
。
開
村
後
の
早
い
時
期
よ
り
領
主
か
ら
の
触

や
指
令
に
対
し
、
惣
百
姓
が
連
印
し
て
請
書
を
作
成
す
る
機
会
は
存
在
し
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
生
活
の
場
に
お
け
る
高
持
百
姓
の
惣
百

姓
結
合
は
、
次
の
史
料
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
。
な
お
「
原
新
田
村
」
は
当
該
村
初
期
の
別
称
で
あ
る
。

史
料
四

　
　
　
　
　
指
上
申
｝
札
之
事

　
一
原
新
田
村
之
儀
者
、
林
一
円
無
御
座
候
二
付
公
儀
へ
被
仰
立
、
惣
百
姓
へ
林
之
場
所
御
割
付
御
年
貢
地
二
罷
成
、
林
相
定
申
候
所
に
、

　
　
近
年
我
儘
二
何
連
之
林
を
も
盗
切
申
候
由
御
聞
被
成
、
又
候
御
法
度
被
仰
付
候
御
事

　
一
他
之
林
二
而
木
を
切
者
御
座
候
ハ
㌧
過
銭
壱
貫
文
取
可
申
候
、
見
付
隠
置
脇
よ
り
あ
ら
ハ
れ
候
ハ
＼
其
も
の
も
壱
貫
文
、
見
つ
け
聞

　
　
出
し
候
も
の
取
可
申
候
、
抱
之
者
切
候
ハ
㌧
抱
主
よ
り
過
銭
出
し
可
申
候

　
一
惣
林
江
女
童
部
一
円
入
申
間
敷
候
、
草
か
り
木
の
枝
成
共
取
候
ハ
、
過
銭
五
百
文
取
可
申
候
見
の
か
し
聞
の
か
し
候
も
の
脇
よ
り
あ

　
　
ら
ハ
れ
候
ハ
＼
過
銭
五
百
文
、
見
出
シ
聞
出
シ
候
も
の
取
可
申
候
、
抱
之
者
切
取
申
候
ハ
＼
抱
親
よ
り
取
可
申
候
御
事

　
一
先
年
林
相
立
申
候
時
分
茂
証
文
進
置
林
相
立
申
候
得
共
、
只
今
み
じ
か
二
罷
成
候
故
、
何
連
も
難
儀
申
二
付
如
此
二
御
座
候

57



右
之
條
々
相
背
候
ハ
＼
如
何
様
二
も
可
被
仰
付
候
、

　
　
貞
享
四
卯
年
三
月

為
其
一
札
進
上
申
候
、
以
上

長
五
郎
　
印

（
ほ
か
八
九
名
を
略
す
）
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市
　
四
郎
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
冒
頭
の
大
石
氏
A
論
文
は
、
こ
の
史
料
を
入
会
利
用
規
定
と
位
置
づ
け
、
第
二
・
三
条
末
尾
の
「
抱
」
に
関
す
る
部
分
に
よ
っ
て
、

「
抱
」
は
「
抱
親
」
の
保
護
を
受
け
る
存
在
で
あ
っ
た
と
し
、
す
な
わ
ち
村
落
構
成
口
貝
で
は
な
い
こ
と
の
一
つ
の
論
拠
と
し
た
。
し
か
し
、

第
一
条
に
記
さ
れ
た
「
林
」
は
、
一
六
六
九
（
寛
文
九
）
年
に
村
境
の
四
町
七
反
余
の
検
地
を
受
け
て
郷
中
惣
林
に
し
て
も
ら
い
、
「
林
小

物
成
」
を
高
持
百
姓
が
割
合
っ
て
納
め
、
共
有
権
を
確
保
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
史
料
四
で
は
、
約
四
〇
名
の
長
百
姓

（「

�
e
」
）
で
は
な
く
、
高
持
百
姓
の
長
五
郎
ら
九
〇
名
が
連
印
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
高
持
百
姓
の
枠
組
み
で
林
・
下
草
な
ど

の
管
理
を
す
る
こ
と
に
基
調
が
あ
り
、
抱
が
違
反
し
た
場
合
の
過
料
徴
収
は
添
え
ら
れ
た
細
則
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、

〈
抱
親
・
抱
〉
、
ま
た
は
長
百
姓
・
小
百
姓
の
階
層
区
分
は
あ
る
の
だ
が
、
高
所
持
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
惣
百
姓
の

枠
組
み
が
存
在
し
た
。

　
こ
の
点
は
、
高
に
応
じ
て
負
担
が
割
か
け
ら
れ
た
助
郷
役
や
伝
馬
役
の
免
除
嘆
願
に
際
し
て
端
的
に
認
め
ら
れ
る
。
一
七
〇
九
年
、
五

郎
兵
衛
新
田
村
は
大
助
郷
・
伝
馬
役
と
し
て
馬
六
〇
〇
匹
・
人
足
六
〇
〇
人
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
翌
一
七
一
〇
（
宝

永
七
）
年
＝
月
、
八
平
ら
八
二
名
は
、
江
戸
に
上
っ
て
免
除
を
願
う
た
め
の
「
夫
金
」
1
1
費
用
に
つ
い
て
「
入
用
次
第
割
合
無
相
違
進
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
8
）

可
申
候
」
こ
と
を
議
定
し
、
村
役
人
ら
を
支
援
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
訴
訟
で
は
、
名
主
の
ほ
か
に
「
惣
百
姓
代
」
が
立
て
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
一
六
七
六
（
延
宝
四
）
年
四
月
、
「
惣
百
姓
代
長
右
衛
門
・
半
四
郎
」
が
甲
府
藩
代
官
所
に
人
馬



付
け
送
り
の
軽
減
を
願
い
出
施
を
初
出
と
し
・
先
の
大
助
郷
・
伝
馬
役
免
除
訴
訟
が
佳
境
を
む
か
え
る
一
七
西
・
五
（
正
徳
四
・
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

年
に
は
、
惣
百
姓
代
と
し
て
甚
右
衛
門
が
立
て
ら
れ
、
翌
年
に
は
吉
右
衛
門
が
加
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
主
張
は
、
長
用
水
の
普
請
の
た

め
毎
年
三
千
五
百
人
の
人
足
を
出
し
困
窮
し
て
い
る
の
で
、
百
姓
相
続
の
た
め
に
赦
免
を
願
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
長
百
姓
の
利
害
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
五
郎
兵
衛
用
水
に
よ
っ
て
暮
ら
し
を
立
て
た
全
員
の
利
害
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
惣
百
姓
代

は
、
文
字
ど
お
り
全
て
の
高
持
百
姓
の
代
表
と
し
て
設
定
さ
れ
た
村
内
役
職
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
後
、
惣
百
姓
代
は
用
水
普
請
の
計
画
・
見
積
も
り
書
に
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
二
三
（
享
保
八
〉
年
九
月
に
は
、
干
天

に
よ
る
全
損
の
検
分
を
幕
府
代
官
所
に
願
い
出
た
文
書
に
お
い
て
、
権
兵
衛
と
先
に
「
惣
百
姓
代
」
を
勤
め
た
吉
右
衛
門
が
「
百
姓
代
」

と
し
て
登
場
藁
・
職
務
や
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
・
百
姓
代
は
、
高
持
百
姓
の
惣
百
姓
結
合
を
基
礎
に
葱
百
姓
代
L
を

前
身
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
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（
四
）
一
七
二
三
年
の
村
方
騒
動
と
二
つ
の
村
政
秩
序

　
さ
て
こ
こ
で
、
史
料
一
に
署
名
し
て
い
た
伝
丘
ハ
衛
と
宇
右
衛
門
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
一
七
二
三
（
享
保
八
）
年
、
名
主

の
年
貢
諸
役
等
勘
定
に
不
服
を
申
し
立
て
る
村
方
騒
動
が
発
生
し
た
が
、
騒
動
側
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
伝
兵
衛
．
宇
右
衛
門
で
あ
っ
た
。

名
主
三
左
衛
門
は
、
不
作
の
た
め
「
百
姓
方
御
年
貢
指
引
等
も
増
明
き
兼
」
ね
難
儀
で
あ
る
こ
と
、
「
百
姓
仲
間
之
内
二
茂
、
六
ヶ
鋪
好

ミ
申
者
」
、
す
な
わ
ち
伝
兵
衛
等
が
い
る
こ
と
を
理
由
に
上
げ
て
退
役
を
申
し
出
た
の
に
対
し
、
組
頭
衆
は
惣
百
姓
連
判
願
書
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

慰
留
に
勤
め
た
が
、
伝
兵
衛
た
ち
が
連
判
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
騒
動
が
本
格
化
し
た
。

　
村
運
営
の
事
実
上
の
破
綻
を
露
見
し
た
こ
の
村
方
騒
動
は
、
翌
年
八
月
に
伝
兵
衛
ら
が
詫
状
を
入
れ
て
連
判
願
書
に
加
わ
り
、
名
主
三
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百姓代

1名
頭
名
　
　
生

　
　
↑
1
百

組
8
　
　
長

組頭＝五人組頭？

抱親＝五人組構成員

抱＝五人組「組子」

図1　村内構成の概念図

左
衛
門
が
留
任
す
る
こ
と
で
内
済
し
た
。
こ
の
連
判
願
書
で
は
、
年
貢
触
の

日
限
ま
で
に
納
入
し
、
滞
っ
た
場
合
に
は
「
前
々
之
通
百
姓
組
分
致
、
一
組

切
り
二
打
寄
、
中
間
遂
吟
味
、
御
上
納
可
仕
候
」
こ
と
、
お
よ
び
一
年
切
り

の
皆
済
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
、
「
年
送
り
御
皆
済
切
手
銘
々
可
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

下
候
」
こ
と
を
約
定
し
、
村
運
営
の
立
て
直
し
を
期
し
た
。
さ
ら
に
翌
一
七

二
五
（
享
保
一
〇
）
年
二
月
、
「
惣
村
中
立
合
相
談
之
上
」
、
組
頭
・
百
姓
代
・

堰
指
引
人
の
役
給
と
執
務
が
「
惣
百
姓
定
書
」
と
し
て
取
り
決
め
ら
れ
、
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
4
）

運
営
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
村
内
の
構
成
を
示
し
た
の
が
、
図
1
で
あ
る
。
第
一

に
組
頭
は
、
先
規
の
よ
う
に
八
人
を
立
て
る
が
、
費
用
が
嵩
む
こ
と
を
避
け

る
た
め
、
四
人
つ
つ
交
替
で
執
務
す
る
こ
と
と
し
、
役
入
用
は
八
人
合
計
で

籾
三
二
俵
が
確
保
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
「
其
一
組
切

相
談
之
上
取
替
可
申
定
」
と
さ
れ
た
。
第
二
に
、
先
の
百
姓
代
は
組
頭
八
人

の
内
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
新
規
に
百
姓
代
一
人
が
置
か

れ
、
組
頭
な
み
に
執
務
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
百
姓
代
は
「
年
替
二
成

共
相
勤
可
申
定
」
と
さ
れ
る
定
役
で
あ
り
、
役
給
は
籾
四
俵
と
さ
れ
た
。
さ

ら
に
第
三
に
、
役
給
と
し
て
籾
一
四
俵
が
宛
て
ら
れ
る
堰
役
人
（
「
堰
指
引

人
」
）
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
先
規
と
は
違
い
、
「
不
限
昼
夜
ヲ
堰
江
罷
出
候

60



近世五郎兵衛新田村の記録管理と村政

義
二
御
座
候
共
外
之
者
一
円
不
相
頼
、
人
足
召
連
無
油
断
相
廻
り
、
用
水
無
滞
様
可
仕
」
職
務
を
担
う
者
で
あ
り
、

役
人
の
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
組
頭
の
選
任
権
を
も
つ
「
組
」
に
つ
い
て
は
若
干
の
検
討
を
要
す
る
。

史
料
五
l
a
「
享
保
九
年
辰
二
月
　
信
州
佐
久
郡
五
郎
兵
衛
新
田
五
人
組
帳
」
末
尾

　
　
　
　
　
五
人
組
頭
　
重
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
助

　
　
　
　
　
（
以
下
、
二
九
名
五
人
組
頭
、
合
計
一
四
八
名
を
略
す
）

史
料
五
ー
b
「
元
文
弐
年
巳
三
月
信
濃
国
佐
久
郡
五
郎
兵
衛
新
田
五
人
組
御
改
帳
下
書
」
末
尾

治
右
衛
門
組

伝
兵
衛

抱抱

　
半
左
衛
門

　
茂
右
衛
門

　
半
之
丞

●

用
水
堰
に
関
わ
る
村
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義
兵
衛
　
　
抱
太
左
衛
門

　
　
　
　
　
源
右
衛
門
　
　
　
　
　
抱
　
　
弥
八

　
　
　
　
彦
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
抱
　
　
伊
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　
　
　
〆
五
人

　
　
　
　
　
（
以
下
、
七
組
を
略
す
）

現
存
す
る
当
該
期
の
五
人
組
帳
は
、
史
料
五
I
a
と
b
の
ご
と
く
編
成
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
高
持
百
姓
を
同
列
に
並
べ
て
編
成
し
た
も

の
で
あ
り
、
後
者
は
長
百
姓
1
1
抱
親
の
み
を
構
成
員
と
し
て
五
人
組
を
八
組
編
成
し
、
抱
で
あ
る
高
持
百
姓
あ
る
い
は
無
高
百
姓
を
組
子

と
し
て
下
位
に
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
整
備
が
行
わ
れ
た
一
七
二
五
（
享
保
一
〇
）
年
段
階
で
ど
ち
ら
の
五
人
組
構
成
が
採
用
さ
れ

て
い
た
か
、
あ
る
い
は
a
か
ら
b
に
移
行
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、
即
座
に
断
定
で
き
な
い
点
は
残
る
が
、
八
人
の
組
頭

を
「
其
一
組
切
、
相
談
之
上
取
替
可
申
」
た
め
は
、
選
出
母
体
た
る
組
と
五
人
組
が
一
致
し
て
い
る
b
に
基
づ
い
て
い
た
と
す
る
方
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
↓
七
四
三
（
寛
保
三
）
年
一
二
月
の
史
料
で
は
、
「
前
々
よ
り
八
組
二
而
組
頭
八
人
、
内
四
人
者
当
役
、
残
り
四

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

人
者
後
役
と
定
」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
惣
百
姓
定
書
」
に
よ
っ
て
、
長
百
姓
の
仲
間
か
ら
組
頭
を
選
出
し
、
村
運
営
を
進
め
て

い
く
秩
序
が
明
確
化
さ
れ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
五
人
組
の
組
子
と
さ
れ
た
人
々
が
村
政
の
構
成
員
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
整
備

の
後
の
一
七
三
二
（
享
保
一
七
）
年
八
月
、
「
惣
百
姓
代
」
の
肩
書
き
を
用
い
た
清
左
衛
門
ら
＝
壬
二
名
は
、
不
作
に
と
も
な
う
検
見
入
り

を
願
っ
て
く
れ
る
よ
う
「
名
主
・
組
頭
中
」
に
願
書
を
差
し
出
し
、
実
際
に
名
主
・
組
頭
、
お
よ
び
「
百
姓
代
清
左
衛
門
」
が
代
官
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

検
見
入
り
願
い
を
提
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
持
百
姓
た
ち
は
村
政
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
百
姓
代
を
核
と
し
て
、
自
ら
の
要
求
を
村

政
の
中
で
実
現
し
て
い
く
も
う
一
つ
の
秩
序
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
の
伝
兵
衛
は
一
七
二
七
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
四
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年
に
亘
っ
て
百
姓
代
を
勤
め
、
こ
の
検
見
入
り
一
件
に
際
し
て
は
、
宇
右
衛
門
と
と
も
に
組
頭
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

村
方
騒
動
以
来
、
こ
の
両
名
は
高
持
百
姓
の
側
に
立
っ
て
こ
の
秩
序
形
成
に
寄
与
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
七
二
三
年
の

（
五
）
一
七
三
二
年
村
方
文
書
引
継
目
録
の
意
義

近世五郎兵衛新田村の記録管理と村政

　
さ
て
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
一
七
三
二
年
村
方
文
書
引
継
目
録
の
意
義
を
確
認
し
た
い
。
本
目
録
の
署
名
者
に
つ
い
て
、
（
三
）
で
の

考
察
に
遡
っ
て
見
る
と
、
組
頭
は
一
七
世
紀
末
葉
に
長
百
姓
の
一
部
が
役
給
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
、
公
的
な
村
役
人
に
な
っ
た
役
職
で

あ
り
、
一
方
百
姓
代
は
、
一
七
世
紀
後
半
以
来
の
高
持
百
姓
の
惣
百
姓
結
合
を
前
提
に
、
惣
百
姓
代
を
前
身
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。
す

な
わ
ち
こ
れ
ら
は
、
決
し
て
名
目
的
な
役
職
で
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
署
名
者
の
構
成
は
、
新
名
主
一
名
・
組
頭
四
名
・
百
姓
代
一
名
で
あ
り
、
一
七
二
五
年
以
降
の
村
運
営
体
制
の
上
に
作
成
さ
れ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
四
）
で
見
た
よ
う
に
当
初
の
こ
の
体
制
は
、
組
頭
に
は
、
選
任
方
法
か
ら
長
百
姓
の
論
理
が
反
映
さ
れ
、
一

方
百
姓
代
は
高
持
百
姓
の
論
理
が
反
映
さ
れ
る
性
質
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
目
録
で
は
村
政
改
革
の
端
緒
を
開
い
た
伝
兵

衛
が
百
姓
代
を
経
て
、
宇
右
衛
門
と
と
も
に
組
頭
に
な
っ
て
参
加
し
て
お
り
、
高
持
百
姓
の
論
理
が
よ
り
強
く
反
映
し
た
構
成
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
、
わ
ず
か
に
三
ヶ
月
前
の
一
七
三
一
年
一
二
月
、
「
百
姓
代
・
村
中
」
の
名
の
も
と
に
百
姓
代
職
務

規
程
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
す
る
と
、
理
解
し
や
す
い
。

史
料
六

　
　
　
　
以
書
付
奉
願
候
御
事

　
一
近
年
拙
者
共
別
而
困
窮
仕
候
間
、
何
卒
何
連
茂
様
御
了
簡
を
以
、
相
続
仕
候
様
被
成
被
下
候
御
事
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（
公
的
業
務
に
際
し
て
の
飲
食
を
規
制
す
る
四
ヵ
条
を
省
略
す
る
）

一
宗
門
帳
御
書
被
成
候
儀
者
、
御
役
人
御
中
間
二
而
御
書
被
成
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

｝
往
還
其
外
御
無
行
様
御
出
被
成
候
節
者
、
右
御
約
束
之
通
り
帳
面
二
御
附
被
成
候
儀
ハ
御
延
引
可
被
下
候
、
尤
堰
御
奉
行
之
義
ハ
、

前
々
相
定
申
候
通
り
被
成
可
被
下
候
様
二
奉
願
上
ヶ
御
事

一
御
年
貢
金
御
取
立
之
儀
、
自
今
割
過
一
切
無
御
座
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

一
御
年
貢
金
御
皆
済
之
義
茂
、
御
免
状
出
申
候
節
、
銘
々
御
皆
済
被
成
可
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
事

一
御
公
儀
様
御
役
人
様
方
御
出
被
成
候
候
節
、
御
賄
之
儀
御
役
人
様
切
二
被
成
、
御
内
証
二
而
御
延
引
被
成
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
御
事

　
二
候

一
御
公
儀
様
御
役
人
様
御
出
之
節
、
市
買
物
其
外
御
調
物
之
義
、
諸
道
具
ハ
不
申
及
、
百
姓
代
両
帳
二
被
成
、
残
り
之
儀
不
残
払
物
二

被
成
可
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事
二
候

一
米
之
義
御
入
用
之
節
ハ
村
相
場
二
被
成
候
而
少
シ
も
高
直
成
義
無
之
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

一
薪
木
之
儀
ハ
百
姓
代
方
二
御
買
置
被
成
候
而
、
其
時
御
入
用
之
節
御
取
寄
御
遣
被
成
候
而
、
残
り
御
座
候
ハ
百
姓
代
方
二
御
預
り
置

被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

一
夫
金
之
儀
月
利
足
之
金
子
御
借
り
被
成
御
遣
可
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

一
御
年
貢
小
目
之
義
ハ
御
年
貢
御
取
立
井
御
皆
済
過
金
共
二
両
切
二
被
成
被
下
様
二
願
上
申
候
御
事

｝
神
籾
之
儀
自
今
村
中
勝
手
二
罷
成
候
様
願
上
ヶ
申
候
御
事

一
御
役
人
中
平
賀
御
公
用
之
節
、
道
中
遣
之
義
ハ
御
無
用
二
被
成
可
被
下
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

一
御
石
寄
米
残
り
之
義
ハ
不
及
申
、
惣
而
御
勘
定
残
り
之
義
、
壱
銭
成
共
其
年
切
二
百
姓
代
と
御
相
談
二
而
勝
手
二
罷
成
候
様
二
願
上
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ヶ
申
候
御
事

　
一
郷
林
之
儀
御
払
木
二
被
成
夫
銭
等
之
償
二
被
成
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

　一

芟
�
V
様
御
弁
当
井
御
泊
り
之
節
、
働
人
足
其
外
御
廻
状
惣
而
御
伝
馬
役
人
之
義
、
御
名
主
様
ニ
ハ
御
高
除
キ
ニ
御
座
候
ハ
㌧
、
人

　
歩
御
出
シ
被
成
候
義
御
無
用
二
被
成
、
脇
百
姓
被
仰
付
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

　
一
御
伝
馬
役
之
義
、
高
磨
ふ
そ
く
無
之
様
二
御
当
可
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

　
一
御
名
主
本
諸
夫
銭
御
沙
汰
御
定
書
被
成
置
、
自
今
替
り
無
之
様
二
願
上
申
候
御
事

　
一
先
例
無
之
義
成
共
、
百
姓
勝
手
二
罷
成
候
義
二
御
座
候
ハ
～
、
御
救
立
御
了
簡
被
成
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

　
一
堰
人
足
之
義
、
随
分
ふ
そ
く
無
之
様
二
、
向
後
と
て
も
御
遣
被
下
候
様
、
堰
役
人
方
へ
被
仰
付
被
下
候
様
二
奉
願
候

　
】
ね
こ
さ
な
わ
た
わ
ら
之
義
、
高
持
方
へ
御
買
上
ヶ
被
成
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

　「

＆
＄
ｿ
之
節
、
大
ふ
志
ん
破
損
小
普
請
之
節
共
二
、
酒
之
義
人
足
二
御
振
舞
被
成
義
不
申
及
御
役
人
中
も
酒
之
義
御
止
メ
被
成
被
下

　
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
事
二
候

　
一
用
水
御
普
請
所
古
道
具
、
井
二
新
規
之
道
具
枝
葉
麓
末
無
之
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

　
一
棚
打
枠
立
細
工
之
義
、
大
工
遣
者
御
名
主
堰
役
人
両
方
二
而
被
成
被
下
候
様
願
上
ヶ
申
候
御
事

　一

＊
�
l
方
小
遣
帳
面
之
義
、
組
頭
百
姓
代
と
吟
味
之
上
、
帳
面
二
御
印
置
御
割
合
被
成
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

　一

莓
ｼ
主
外
諸
夫
銭
之
義
、
本
帳
二
御
付
被
成
候
節
、
組
頭
百
姓
代
御
立
合
二
而
御
印
置
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
、
井
暮
割
之
義
ハ

　
百
姓
代
吟
味
之
上
、
御
勘
定
被
成
可
被
下
候
様
二
願
上
ヶ
申
候
御
事

右
之
通
り
諸
箇
状
之
義
百
姓
代
御
方
二
御
所
持
被
成
置
、
御
役
替
之
節
御
引
渡
シ
御
所
持
被
成
可
被
下
候
、
以
上

　
享
保
十
六
年
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〆一

写真1　「豊」と名付けられた懸硯

文
書
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
た
と
評
価
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、

を
形
成
し
な
が
ら
、
百
姓
代
が
獲
得
し
て
き
た
知
的
技
術
の
集
積
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
本
節
で
問
題
と
し
た
一
七
三
二
年
の
引
継
目
録
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
村
政
の
秩
序
と
知
的
技
術
が
成
熟
す
る
ま
で
は
作
成
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
文
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
組
織
的
記
録
管
理
の
成
立
を
示
す
史
料
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
引
継
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
（
一
）
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
当
該
村
に
は
開
発
者
市
川
家
と
い
う
別
の
記
録
作
成
．
蓄
積

　
　
　
　
亥
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
9
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代
・
村
中

以
上
は
、
共
同
事
務
に
関
わ
る
費
用
を
節
減
し
て
百
姓
を
救
い
、
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
基

調
と
し
、
年
貢
等
勘
定
の
公
正
化
や
費
用
節
減
、
お
よ
び
監
査
な
ど
の
具
体
的
な
方
法
を

列
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
既
に
大
石
氏
が
B
論
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
百
姓
代
を
村
政

の
合
理
化
と
監
査
を
行
う
役
職
と
し
て
位
置
付
け
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
さ
ら

に
、
第
二
条
目
の
宗
門
帳
作
成
業
務
や
末
尾
よ
り
二
条
目
の
堰
役
人
小
遣
帳
の
割
印
確
認
、

末
尾
条
の
諸
夫
銭
な
ど
の
会
計
決
算
手
続
き
な
ど
は
、
組
頭
と
の
連
携
な
く
し
て
遂
行
し

え
な
い
業
務
で
あ
る
と
言
え
、
そ
の
意
味
で
組
頭
の
伝
兵
衛
・
宇
右
衛
門
と
の
協
議
、
あ

る
い
は
直
接
関
与
が
充
分
に
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
帳
簿
や
文
書
を
如
何
に
作
り
管
理
す
る
か
は
、
も
と
よ
り
政
治
的
な
領
域
の
問

題
で
あ
る
。
第
三
・
五
・
七
・
一
一
・
二
五
・
二
六
条
目
は
、
帳
簿
構
成
や
記
録
の
処
理

す
べ
き
時
期
（
時
点
）
、
さ
ら
に
は
割
印
や
照
合
の
仕
方
等
に
お
よ
び
、
組
織
的
な
帳
簿
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
三
年
の
村
方
騒
動
以
後
に
村
運
営
の
秩
序
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母
体
が
あ
り
、
村
内
去
就
掌
握
権
．
用
水
利
用
管
理
権
に
関
わ
る
記
録
は
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
で
は
、

そ
れ
以
外
の
文
書
記
録
は
全
て
引
き
継
が
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
の
一
七
四
〇
（
元
文
五
）
年
に
伝
兵
衛
・
宇
右
衛
門
ら
が
村
方
騒
動
を
再

燃
さ
せ
た
と
き
の
課
題
は
、
村
入
用
等
の
減
略
で
あ
り
、
村
入
用
夫
銭
帳
の
公
開
は
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
百
姓
代
職
務
規
程
で
も
共

同
事
務
に
関
わ
る
費
用
、
つ
ま
り
村
入
用
等
の
節
減
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
｝
七
三
二
年
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
は
、
こ
の

蒜
解
決
さ
れ
て
い
な
い
現
実
の
課
題
で
あ
．
た
の
で
あ
る
。
実
際
後
に
取
り
上
げ
る
一
八
＝
ハ
（
文
化
一
三
）
年
の
藷
書
物
見
出
手

引
帳
」
に
よ
れ
ば
、
「
法
」
と
名
付
け
ら
れ
た
文
書
箪
笥
の
五
の
引
き
出
し
に
、
元
文
期
以
降
の
村
入
用
帳
が
漏
れ
な
く
管
理
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
「
享
保
年
中
、
十
冊
」
と
記
さ
れ
て
そ
れ
以
前
の
「
村
入
用
夫
銭
帳
」
は
伝
存
せ
ず
、
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
史
料
｝
に
は
「
此
外
名
主
本
入
用
書
物
御
座
候
ハ
、
重
而
御
見
出
シ
御
渡
シ
可
被
下
候
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

実
際
に
は
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
記
録
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
充
分
な
引
継
が
行
わ
れ
ず
、
ま
た
先
の
百
姓
代
職

務
規
程
の
通
り
に
も
管
理
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
な
お
、
現
存
す
る
文
書
箪
笥
の
中
に
は
、
「
豊
」
と
名
付
け
ら
れ
た
懸
硯
（
写
真
1
）
が
あ
る
。
桐
で
重
厚
に
製
作
さ
れ
た
こ
の
懸
硯
は
、

実
用
本
位
で
扉
に
付
け
ら
れ
た
帯
金
具
が
元
禄
期
の
様
式
を
も
ち
、
表
面
の
劣
化
の
状
況
か
ら
も
、
遅
く
と
も
一
八
世
紀
前
半
ま
で
に
製

作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
節
で
述
べ
た
村
の
営
み
は
、
こ
の
よ
う
な
記
録
管
理
器
具
を
も
必
要
に
し
た
の
で
あ
る
。
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二
　
高
持
百
姓
の
論
理
の
伸
長
と
組
織
的
記
録
管
理
の
展
開

（一

j
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
高
持
百
姓
の
論
理
の
伸
長

　
一
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
二
つ
の
村
政
秩
序
が
と
も
あ
れ
併
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
組
頭
伝
兵
衛
．
宇
右
衛
門
ら
が
、
一
七
四
〇
（
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

文
五
）
年
か
ら
四
三
（
寛
保
三
）
年
ま
で
諸
入
用
の
減
略
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
村
方
騒
動
を
再
燃
さ
せ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
両
名
は
退
役
し
、
ほ
ど
な
く
名
主
弥
五
右
衛
門
も
退
役
し
て
鎮
静
化
し
た
の
だ
が
、
本
節
で
は
一
八
世
紀
後
半
の
展
開
を
見
通
し
た

い
。
　
一
七
五
七
（
宝
暦
七
V
年
一
二
月
、
名
主
役
が
三
左
衛
門
か
ら
所
左
衛
門
に
交
替
す
る
。
こ
の
時
の
交
替
手
続
き
は
、
次
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
。
①
組
頭
・
百
姓
代
の
依
頼
に
よ
っ
て
村
中
惣
百
姓
が
会
合
し
、
後
役
候
補
者
を
所
左
衛
門
と
し
、
②
組
頭
．
百
姓
代
が
こ
れ
に
加

わ
り
、
同
心
し
、
惣
百
姓
連
判
書
を
も
っ
て
、
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。
③
代
官
所
へ
任
命
を
願
い
上
げ
、
④
「
当
村
中
御
用
諸
帳
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

諸
書
物
不
残
三
左
衛
門
殿
よ
り
私
共
立
会
請
取
、
貴
所
江
引
渡
シ
可
申
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
続
き
の
中
に
長
百
姓
の
論
理

が
入
り
込
ん
で
い
な
い
点
、
ま
た
文
書
記
録
の
引
継
作
業
で
は
、
組
頭
・
百
姓
代
が
間
に
入
り
実
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点

に
は
留
意
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
際
の
引
継
目
録
は
、
次
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。

史
料
七

　
　
　
　
進
上
申
一
札
之
事

　
一
御
水
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
三
冊
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一
御
高
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
冊

一
御
免
状

一
御
差
出
シ
明
細
帳

一
用
水
路
・
御
入
用
・
仕
来
、
諸
帳
面
不
残

一
相
浜
村
分
水
二
付
当
村
江
請
取
証
文
不
残

一
市
川
五
郎
兵
衛
殿
よ
り
請
取
置
候
郷
林
証
文
　
弐
通

一
同
　
五
郎
兵
衛
殿
よ
り
取
置
候
郷
金
証
文
　
壱
通

一
用
水
役
百
姓
勤
反
別
割
合
帳
　
壱
冊

一
宗
門
御
改
帳
、
井
五
人
組
帳
下
帳
不
残

右
之
通
り
此
度
拙
者
共
立
会
無
相
違
燵
二
請
取
申
候
、
其
外
有
来
り
候
当
村
用
之
諸
帳
面
諸
書
物
不
残
請
取
申
候
得
共
、
若
向
後
見
落

シ
候
帳
面
書
付
有
之
候
ハ
＼
御
渡
シ
被
成
候
筈
二
御
相
対
仕
候
処
、
為
後
証
加
判
を
以
進
上
申
一
札
、
傍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
　
兵
　
衛
印

　
宝
暦
七
丁
丑
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
兵
　
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
　
兵
　
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門
印
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（
3
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
五
右
衛
門
印

こ
の
引
継
作
業
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
厳
密
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
文
書
が
旧
三
左
衛
門
に
差
し
出
さ
れ
た
替
わ
り
に
、
八
幡
・

塩
名
田
両
宿
「
助
郷
役
勤
方
定
書
」
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
事
情
に
つ
い
て
三
左
衛
門
ら
が
連
判
書
を
作
成
し
、
新
名
主
に
差
し
出
し
て

（
3
4
）

い
る
。
さ
て
、
一
七
三
二
年
の
目
録
と
比
較
し
た
場
合
に
、
第
五
条
に
見
ら
れ
る
入
用
・
仕
来
に
関
わ
る
諸
帳
面
と
、
第
一
〇
条
の
宗
門

改
帳
・
五
人
組
帳
下
書
が
「
不
残
」
と
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
先
の
二
つ
の
論
理
の
併
存
、
拮
抗
に
関
わ
る
記
録
類
が
大
凡

引
き
継
が
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
和
融
安
定
し
た
こ
と
を
も
の
語
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
中
で
、
高
持
百
姓
の
成
り
立
ち
の
論
理
は
実
質
的
に
伸
長
し
て
い
た
。
次
の
史
料
八
は
、
史
料
五
の
後
を
受
け
て
、

一
七
六
二
（
宝
暦
一
二
）
年
三
月
に
作
成
さ
れ
た
郷
林
管
理
規
程
の
第
一
条
で
あ
る
が
、
当
該
期
の
新
し
い
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
八

　
一
郷
中
林
之
義
、
前
々
古
来
百
姓
仲
間
二
而
苗
木
植
建
、
井
先
年
村
役
人
衆
中
御
世
話
を
以
郷
中
二
而
相
調
彼
是
漸
相
立
当
時
罷
成
候
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得
者
、
落
葉
・
下
く
す
等
有
之
小
百
姓
勝
手
さ
ら
ひ
取
り
候
様
被
成
下
候
二
而
、
当
時
小
百
姓
第
一
助
成
罷
成
候
、
其
上
六
七
年
依

　
　
然
田
畑
共
二
殊
之
外
損
毛
仕
小
百
姓
及
渇
命
候
節
者
、
御
村
役
人
衆
中
御
相
談
之
上
右
郷
林
上
木
御
払
被
成
、
銘
々
小
百
姓
方
江
年

　
　
賦
米
御
恩
借
被
下
、
御
影
を
以
取
続
罷
有
候
、
然
所
右
郷
林
近
年
狸
身
木
枝
切
取
候
而
、
殊
之
外
不
将
有
之
、
是
迄
村
役
人
出
精
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
　
候
得
共
行
届
不
申
義
有
之
候
間
、
各
仲
間
吟
味
を
以
出
精
可
仕
旨
被
仰
渡
、
承
知
仕
、
則
一
ツ
書
を
以
相
定
申
候
御
事

す
な
わ
ち
、
小
百
姓
た
ち
は
落
ち
葉
・
下
く
ず
を
自
由
に
採
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
六
・
七
年
以
前
の
飢
饒
に
際
し
て
は
郷
林
の
上
木
を

売
却
し
て
、
年
賦
米
の
貸
し
付
け
を
受
け
た
の
で
あ
り
、
史
料
六
の
第
一
五
条
目
で
唱
わ
れ
た
事
柄
が
、
実
行
に
移
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。



（
二
）
村
方
文
書
出
納
目
録
が
つ
く
ら
れ
る

　
次
に
、
一
八
世
紀
後
半
に
ど
の
よ
う
に
文
書
が
管
理
さ
れ
た
の
か
を
見
て
い
こ
う
。
第
一
に
注
目
し
た
い
の
は
、
柳
沢
信
哉
家
に
伝
存

し
た
「
仁
」
と
名
付
け
ら
れ
た
桐
製
の
文
書
箪
笥
（
写
真
2
）
で
あ
る
。
こ
の
箪
笥
は
、
最
上
段
が
全
幅
の
引
き
出
し
で
、
左
下
側
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
・
中
・
下
の
三
段
の
引
き
出
し
、
右
下
側
に
は
棚
と
小
扉
が
あ
る
。
な
お
、
三
段
の
引

写真2　「仁1と名付けられた桐製の文書箪笥

　
　
　
　
か
ん
ぬ
き

き
出
し
に
は
閂
の
受
け
が
あ
る
。
さ
て
、
上
の
引
き
出
し
の
奥
面
に
は
、
扱
証
文
・
出
入

書
付
・
一
件
書
付
な
ど
の
文
書
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
書
付
が
張
り
残
さ

れ
、
そ
れ
ら
が
整
理
さ
れ
て
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
最
上
段
の
引
き
出
し
背
面
に
は
、
「
火
消
道
具
覚
」
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
上
郷
名
主
預
り
」
・
「
中
原
組
頭
預
り
」
・
「
下
原
組
頭
預
り
」
分
の
釣
問
・
竿
鎌
・
端

子
・
団
扇
・
水
篭
の
数
が
記
さ
れ
、
末
尾
に
「
宝
暦
三
癸
酉
歳
」
と
あ
る
。
こ
の
年
記
に

よ
っ
て
こ
の
箪
笥
は
名
主
三
左
衛
門
の
時
代
に
使
用
さ
れ
、
（
一
）
で
見
た
一
七
五
七
年
の

引
継
に
際
し
て
所
左
衛
門
家
（
現
柳
沢
信
哉
家
）
に
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で

き
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
「
火
消
道
具
覚
」
の
墨
書
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
ら
は
少
な
く
と
も
各
集
落
単
位
で
の
共
同
消
火
活
動
が
存
在
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
の
だ
が
、
名
主
で
さ
え
も
が
「
預
り
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
れ
ら
の
火
消
道

具
が
村
の
共
有
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
文
書
箪
笥
へ
の
書
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写真3　「寛」と名付けられた最も大型で堅牢に作られ

た文書箪笥

こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
寛
は
中
側
が
檜
、

付
い
た
型
で
あ
り
、
最
も
大
型
で
堅
牢
に
作
ら
れ
た
文
書
箪
笥
（
写
真
3
）
で
あ
る
。

　
収
納
文
書
の
概
要
と
特
徴
は
、
図
2
の
通
り
で
あ
る
。
「
当
用
」
と
さ
れ
た
寛
に
は
、
扶
食
貸
帳
⊥
口
向
帳
・
田
畑
売
買
帳
・
地
方
録
段

帳
（
以
上
三
品
は
「
当
時
用
之
」
と
さ
れ
る
）
・
相
浜
分
水
証
文
・
寺
院
什
物
帳
・
免
状
・
皆
済
目
録
、
仁
に
は
、
扱
証
文
類
・
各
種
無
尽

帳
・
分
散
帳
・
送
状
・
絵
図
類
、
法
に
は
宗
門
帳
不
残
・
水
番
帳
・
夫
銭
帳
・
用
水
一
件
不
残
、
が
大
凡
収
納
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

き
入
れ
は
、
こ
の
箪
笥
も
や
は
り
共
有
物
で
あ
り
、
と
も
に
共
有
財
産
と
し
て
集
中
管

理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
七
七
一
（
明
和
八
）
年
二
月
に
は
、

「
御
水
帳
入
箱
　
五
郎
兵
衛
新
田
名
主
書
左
衛
門
」
と
底
面
に
墨
書
さ
れ
た
書
櫃
が
製

作
さ
れ
、
こ
れ
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
記
録
管
理
の
展
開
の
上
に
、
一
七
九
一
（
寛
政
三
）
年
正
月
に
は
村
方
文

書
出
納
目
録
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
目
録
は
、
半
紙
版
の
小
横
帳
に
仕
立
て
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

「
諸
書
物
手
引
帳
　
所
左
衛
門
」
の
表
題
を
持
つ
も
の
と
、
「
諸
書
物
見
出
手
引
帳
」
と

記
さ
れ
た
も
の
の
二
点
が
存
在
す
る
。
両
者
の
間
に
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
相
違
が
あ

り
、
後
者
の
記
述
が
若
干
丁
寧
で
充
実
し
て
い
る
の
で
、
以
下
こ
れ
を
用
い
、
以
下
で

は
A
目
録
と
表
記
す
る
。
目
録
の
内
容
は
、
寛
・
仁
・
大
・
度
・
豊
・
法
・
水
帳
箱
・

黒
櫃
・
櫃
・
神
事
箱
と
命
名
さ
れ
た
収
納
容
器
の
順
に
編
成
さ
れ
、
引
き
出
し
毎
に
収

納
文
書
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
裏
表
紙
に
は
「
当
用
寛
・
仁
・
法
」
と
記
さ

れ
、
こ
れ
ら
が
現
用
記
録
を
収
納
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
豊
と
仁
と
水
帳
箱
は

　
　
　
　
　
　
　
外
側
が
杉
で
作
ら
れ
、
八
つ
の
引
き
出
し
を
持
ち
、
両
開
き
の
扉
が
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形態：懸硯　材質：

ﾋ1631（寛永8）年より

P677（延宝5）年まで

汳n帳13冊、1677年

ﾜでの地形録股帳、

ﾃ証文を収納

伝存 些豆 寛 伝存

形態：文轡駆笥、材

ｿ：槽
汳n帳13冊、郷金帳．

ｺ明細帳（全）、用水

ﾖ係文書．当用の録

i帳・高帳・田畑亮

ヲ?ﾈどを収納

別称：ニツ引出シ

摎?c畑古帳，「延霊

N中より享保時代
?A往還・用水・地

禔E村罵・私用、当

桾s用」文露を収納

現存

ｹず

三
ツ
引
大
出
と

仁 伝存

形態；文轡箪笥．閂

tき　材質：桐

n書「火消道具覚
�?O年」、扱済口証

ｶ（全）、村内済口証

ｶ、手前証文などを

荢[

当
用
　
当
　
用
　
当
　
用

形態：文轡筑笥｛6
ﾂの引出）

摯ﾛ・元文年中「当
桾s用」文書、宝麿・

V明‘糾」「当時不用

V轡物」などを収納

度

H
　
　
　
諸
亥
　
書
　
寛
正
　
物
　
政
月
　
見
　
三
　
　
　
出
　
年
　
　
　
手
　
　
　
引
　
　
　
帳

現存

ｹず
法 現存

ｹず

形態：文書箪笥（6

ﾂの引出）

ﾌ主よりの触磨・達

D．請窪、願欝、欠

滑ﾖ係文密、宗門人

ﾊ改帳（斜、村入用
?i全）などを収納

形態：繊櫃，材質1

w墨蹴「明和八年辛卯

�氏@五郎兵衛新田

e1三所震衛門」1678

i延堂6）年よりの高

?C国役請取、切手

ﾈどを収納

伝存

水
帳
箱

黒
櫃
現存

ｹず

1776（安永5）年より

P789（寛政元）年まで

ﾌ年貢1難録，往還・

ｺ入用・用水
ﾖ係一切の賭帳面を

荢[

1664（寛永21）年よ

閨A鎮守引こ社の普

~，辻他の由来繰礼

ﾊ．神事・一件文霞

�荢[

現存

ｹず

神
事
箱

櫃
現存

ｹず

1758（宝暦8）年より

P776（安永5）年まで

ﾌ年貢目録，「諸夫銭

?D其外村

菇�|帳面」を収納

図2　1791（寛政3）年「諸書物見出手引帳」にみる記録管理

う
。
ま
た
「
黒
櫃
」
は
「
安
永
五
申

箪
笥
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ

不
用
記
録
箪
笥
、
あ
る
い
は
半
現
用

す
る
一
括
文
書
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、

出
」
）
と
度
は
、
所
々
で
何
年
か
ら
何

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
字
後
消
シ
）

年
ま
で
の
「
書
物
、
当
時
不
用
」
と

る
。
こ
の
ほ
か
大
（
別
称
「
ニ
ッ
引

要
記
録
の
保
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

録
が
収
納
さ
れ
、
機
密
性
の
高
い
重

段
帳
と
ほ
ぼ
一
七
世
紀
の
私
的
な
記

る
。
ま
た
豊
に
は
、
水
帳
・
地
形
録

特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ

く
性
格
を
持
つ
記
録
を
収
納
し
た
と

年
次
毎
に
作
成
さ
れ
蓄
積
さ
れ
て
い

仁
は
参
考
資
料
と
し
て
の
性
格
を
持

つ
記
録
、
法
は
そ
の
中
間
に
位
置
し
、

わ
り
、
現
用
性
が
最
も
高
い
記
録
、

寛
は
年
貢
の
割
付
・
勘
定
過
程
に
関
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よ
り
寛
政
元
迄
御
年
貢
目
録
名
前
、
井
二
往
還
・
村
夫
銭
・
用
水
方
一
切
之
帳
面
、
不
残
」
、
「
櫃
」
は
「
宝
暦
八
よ
り
安
永
五
迄
御
年
貢

目
録
、
諸
夫
銭
帳
、
其
外
村
方
役
掛
帳
面
入
」
と
さ
れ
、
直
接
の
使
用
を
終
え
た
文
書
記
録
を
十
数
年
分
で
一
括
し
て
保
管
す
る
、
中
間

保
管
容
器
（
1
1
書
櫃
）
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
A
目
録
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
村
方
文
書
の
全
面
的
な
管
理
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
促
し
た
契
機
と
し

て
、
前
年
二
月
に
地
押
し
改
め
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
本
途
・
新
々
・
改
之
田
畑
地

押
録
段
帳
」
は
、
現
用
記
録
箪
笥
の
寛
に
収
納
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

史
料
九

　
右
者
、
延
宝
五
巳
年
迄
ハ
売
買
二
御
水
帳
録
段
ヲ
以
差
引
致
来
候
処
、
同
六
午
年
よ
り
御
高
帳
斗
り
用
ひ
致
来
候
、
然
処
数
年
之
儀
故
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歩
面
難
相
分
二
付
、
此
度
延
宝
六
午
年
よ
り
安
永
八
亥
年
十
三
冊
目
二
相
当
り
候
御
高
帳
二
而
、
売
買
古
証
文
等
相
糺
、
町
歩
名
所
限

　
り
歩
面
附
致
、
銘
々
持
高
御
差
出
シ
ニ
引
当
、
少
も
相
違
無
之
候
、
自
今
此
録
段
通
り
売
買
反
畝
歩
分
米
差
引
可
仕
候
、
為
後
日
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
主
・
組
頭
・
百
姓
代
奥
印
致
置
候
処
、
傍
如
件

す
な
わ
ち
、
田
畑
売
買
に
よ
る
所
持
高
の
把
握
は
高
帳
に
よ
っ
て
行
っ
て
き
た
が
、
歩
面
が
分
か
り
難
く
な
っ
た
の
で
、
最
後
の
高
帳
で

証
文
類
と
照
合
し
、
名
所
単
位
の
歩
面
（
場
所
・
面
積
・
地
位
な
ど
）
を
帳
付
け
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
は
、
検
地
帳
⊥
局

帳
は
も
ち
ろ
ん
、
売
買
証
文
、
そ
し
て
証
拠
と
な
る
様
々
な
記
録
書
類
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
名
主
は
自
ら
が
所
持
す
る
村
方
文
書
記
録

を
整
理
し
、
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
百
姓
は
、
所
持
地
を
記
録
書
類
に
よ
っ
て
証
明
で
き
な
け
れ

ば
所
持
権
を
確
保
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
高
持
百
姓
の
成
り
立
ち
の
論
理
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
記
録
管
理
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
目
録
の
作
成
に
も
高
持
百
姓
の
論
理
が
及
ん
で
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。



三
　
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
百
姓
の
共
同
世
界
－
記
録
管
理
の
空
間
的
把
握
1

（一

j
村
方
文
書
出
納
目
録
を
作
り
直
す

写真4　御用場赤箪笥

　
↓
八
一
六
（
文
化
一
三
）
年
四
月
、
名
主
所
左
衛
門
の
死
去
に
と
も
な
い
、
翌
五
月
に
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
9
）

し
い
「
諸
書
物
見
出
手
引
帳
」
（
以
下
で
は
、
B
目
録
と
す
る
）
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の

六
月
に
は
、
惣
百
姓
連
判
願
書
を
う
け
て
子
息
金
弥
（
所
左
衛
門
襲
名
）
が
後
役
を
内
諾
し

　
〔
憩

て
お
り
、
所
左
衛
門
を
中
心
に
組
頭
・
百
姓
代
ら
が
調
査
し
、
作
成
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
B
目
録
は
、
や
は
り
寛
・
仁
・
法
・
豊
・
大
ニ
ツ
引
出
な
ど
の
収
納
箪
笥
ご
と
に
編
成

さ
れ
、
御
用
場
赤
箪
笥
（
通
称
”
赤
箪
笥
、
写
真
4
）
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
赤

箪
笥
は
、
柳
沢
信
哉
家
に
伝
存
し
て
現
存
す
る
の
だ
が
、
杉
と
檜
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
、

上
・
中
・
下
の
引
き
出
し
を
持
ち
、
下
二
段
に
は
右
側
に
硯
入
れ
と
思
わ
れ
る
二
段
の
小

引
き
出
し
が
あ
る
。
全
体
の
表
面
に
は
、
赤
い
塗
料
が
ぬ
ら
れ
、
上
段
引
き
出
し
の
背
面

に
は
、
御
用
場
諸
帳
面
を
列
記
し
た
「
覚
」
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　
収
納
文
書
の
概
要
と
特
徴
は
、
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
概
要
を
見
て
い
こ
う
。
先
に

「
当
用
」
と
さ
れ
て
い
た
寛
箪
笥
に
は
、
検
地
帳
・
免
状
拝
見
証
文
・
郷
金
伊
勢
金
諸

帳
・
高
帳
・
村
明
細
帳
、
お
よ
び
証
文
類
が
収
め
ら
れ
、
A
目
録
で
こ
の
箪
笥
に
収
納
さ
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表21816（文化3）年「諸書物見出手引帳」の概要

収納容器名 文　　　書　　　の　　　概　　　要

寛

貯殻・囲殻（関係文書全），御免状拝見証文，御検地帳14冊，外色々願書付下

窓ｽ金仕上帳，伊勢金仕上帳，廿日講仕上帳，水掛反別帳，御高帳15冊，村

菇ｾ細帳，高反別書上帳，妙香院地方諸什物改帳，市川五郎兵衛殿合力金証

ｶ，明細帳14冊，下原伊勢宮扱証文，相浜村分水証文3通，用水御扶持方目

^帳，往還道造人足割合帳，郷林証文，諸役御免壱件，皆済目録（全），御割

t169本，色々書付入袋など，98件を収納

手前　仁

諸々出入扱書附入袋，送り一札入袋，田方番水帳，岩尾今岡両村絵図証文入，

苟繩ｯ様より被仰渡書連印帳，田地古証文袋，寛文年中鉄炮一件，鎮主無尽帳

ﾃ帳，測量御用書物入など，43件を収納

手前　法

正徳享保年中往還助郷差組合御免願書付，御奉行様より御証文相廻り改方帳，

c畑差出帳，百姓持林反別書上，水車御吟味帳，田場持主小前帳，水番ケ所附

＊�ﾖ合内済証文袋，貞享年中入会山論壱件，手引帳，疫病流行之療法，御馬

�ｭ池水貰証文，用水辺諸々盗口詫り証文入，年々用水御普請御目論見帳，元

¥享保諸書物，村絵図帳入一色，村入用夫銭帳（全），旱損場御下ヶ高引改

?C五人組帳，相浜村証文など，81件を収納

手前　豊

寛文5年相浜村五分一定議定諸帳面，同12年百姓屋敷御改メ帳，用水堰・新

＄薄ﾚ録帳，御水帳（全），明神様持帳3冊，新々田反別帳，改新田高反歩寄

?C御年貢請取帳色々，大向買入証文，祖父より代々買入証文，往還用水堰五

Y兵衛殿証文，御水帳百五十石除キ帳面など，48件を収納

大ニッ引出

享保・元文年中送り袋，寛保年中夫銭出入，諸書付12袋，切開畑絵図面番附

ｼ所帳，天明年中悪党壱件書留メ，延宝年中差出し帳，湯殿山道中記など10

盾�荢[

御用場

ﾔ箪笥

御高帳，田地売買地，用水掛反別帳，田畑録段壱冊，用水墨引帳，質地渡世証

ｶ案文，小百姓拝借壱件袋，田畑売買之外奥印帳，百姓永続金取立致趣意書，

ｺ用水絵図入，御定免御請証文，田場持主附，減高帳，名寄隠名割帳，拝見証

ｶ連印帳，諸入用帳旱損場帳，当御支配録段高帳，五ケ村組合帳など，58件

�荢[

「高帳箱」
延宝6年より文化8年までの高帳15冊，御免状写，皆済目録写，村絵図な

ﾇ，7件を収納

「明神様箱」 「先年より修復帳，再建立色々書付有り」
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近世五郎兵衛新田村の記録管理と村政

れ
て
い
た
田
畑
売
買
帳
や
地
方
録
段
帳
等
は
赤
箪
笥
に
移
さ
れ
て
い
る
。
全
般
に
新
規
の
書
類
が
混
入
さ
れ
て
お
り
、
一
七
九
一
年
の
目

録
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
「
当
用
」
と
さ
れ
て
い
た
仁
箪
笥
に
は
、
「
手
前
　
仁
」
と
記
さ
れ
、
先
と
同
様
に

出
入
扱
書
付
・
送
り
一
札
袋
・
無
尽
古
帳
、
お
よ
び
絵
図
類
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
田
方
番
水
帳
・
田
地
古
証
文
袋
な
ど
の
当
用
で
は
な
い

と
推
測
さ
れ
る
記
録
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
七
九
一
年
段
階
の
収
納
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
現
用
性
が
薄
れ

た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
印
象
を
持
つ
。
さ
ら
に
「
当
用
」
で
あ
っ
た
法
も
「
手
前
」
と
さ
れ
、
一
八
世
紀
の
文
書
記
録
を
中
心
に
、
村
入

用
夫
銭
帳
全
・
五
人
組
帳
・
相
浜
村
（
分
水
）
証
文
が
収
め
ら
れ
る
。
懸
硯
の
豊
に
も
「
手
前
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
録
段
帳
が

存
在
し
な
い
も
の
の
、
「
水
帳
全
」
を
は
じ
め
と
し
て
前
段
階
と
類
似
し
て
い
る
。
さ
て
「
大
ニ
ツ
引
出
」
に
は
、
「
享
保
・
元
文
年
中
送

り
袋
」
や
「
諸
書
付
十
二
袋
」
を
は
じ
め
と
す
る
一
〇
件
の
タ
イ
ト
ル
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
月
付
け
で
「
ニ
ッ
引
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

箪
笥
手
引
帳
」
と
記
さ
れ
た
半
紙
版
横
帳
の
表
紙
が
伝
存
し
、
つ
ま
り
完
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
別
帳
の
目
録
が
作

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
新
た
に
加
わ
っ
た
御
用
場
赤
箪
笥
に
は
、
高
帳
・
田
地
売
買
帳
・
田
畑
録
段
帳
・
田
畑
売
買
外
奥
印
帳
・
用
水
掛
反
別
帳
・
用
水
絵

図
⊥
局
反
別
帳
・
五
ヵ
村
組
合
帳
な
ど
、
ほ
ぼ
一
九
世
紀
に
入
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
記
録
類
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

所
持
高
の
確
定
ま
た
は
年
貢
勘
定
の
機
能
に
関
わ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
全
般
に
は
名
主
の
様
々
な
機
能
に
関
わ
る
現
用
性
の
高

い
、
新
し
い
記
録
類
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
箪
笥
は
先
の
A
目
録
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
七
九

一
年
の
後
に
御
用
場
が
開
設
さ
れ
て
配
備
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
御
用
場
は
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
に
専
用
文
書
箪
笥
が
導
入
さ
れ

た
か
、
の
ど
ち
ら
か
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
一
の
引
き
出
し
の
背
面
に
は
次
の
墨
書
が
あ
る
。

史
料
一
〇

　
　
　
　
覚
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一
録
段
、
井
高
帳

一
名
前
米
帳

一
御
年
貢
元
米
帳

一
旱
損
帳

一
神
免
仕
寄
（
上
）
帳

一
郷
金
帳

一
い
り
金
帳

一
両
穀
帳

一
御
年
貢
受
取
り
帳

＝
口
同
書
抜
帳

一
用
水
反
別
帳

一
古
同
士
冗
㎜
貝
帳

＝
冗
買
外
奥
印
帳

一
年
賦
拝
借
帳

一
御
割
付
五
ヶ
年
分

同同同同同同同同同同壱壱同壱
　冊

壱冊帳
冊　 ツ

　　、

一
皆
済
目
録
五
ヶ
年
分

一
夫
銭
帳
、
年
々
捲
用
ひ

〆
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近世五郎兵衛新田村の記録管理と村政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
右
ハ
御
用
場
之
諸
帳
面
如
此
御
座
候

こ
こ
に
記
さ
れ
た
一
七
件
の
文
書
記
録
は
、
末
尾
の
記
載
に
よ
る
と
、
御
用
場
で
行
わ
れ
た
業
務
に
必
要
な
文
書
記
録
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
年
貢
・
諸
役
の
勘
定
過
程
文
書
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
点
は
問
題
と
な
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
、
①
百
姓
の
土
地
所
持
、
お
よ
び
貢

租
負
担
者
を
証
明
す
る
、
②
百
姓
の
年
貢
納
入
・
皆
済
を
証
明
す
る
、
③
村
の
共
有
財
産
を
管
理
す
る
、
④
村
請
け
し
、
完
遂
す
べ
き
事

柄
の
管
理
、
⑤
村
の
土
ハ
同
事
務
費
用
の
管
理
、
な
ど
の
名
主
機
能
を
果
た
す
文
書
記
録
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
て
こ
れ
ら

の
内
、
B
目
録
の
赤
箪
笥
収
納
文
書
と
共
通
す
る
の
は
、
録
段
と
高
帳
・
旱
損
（
場
〉
帳
・
高
（
反
別
）
書
抜
帳
・
用
水
（
掛
）
反
別
帳
・
売
買

外
奥
印
帳
・
年
賦
拝
借
帳
（
小
百
姓
拝
借
一
件
袋
）
の
六
件
で
あ
る
。
一
方
、
共
通
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
郷
金
帳
は
寛
箪
笥
に
、
ま
た
夫

銭
帳
は
「
手
前
」
と
さ
れ
た
法
箪
笥
に
当
該
年
度
の
も
の
ま
で
収
納
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
夫
銭
帳
の
あ
り
方
は
、
一
七
九
一
年
段
階

か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
墨
書
は
、
一
八
一
六
年
に
B
目
録
を
作
成
し
た
後
の
秩
序
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る
。

　
全
体
を
通
覧
す
る
に
、
次
の
三
つ
を
問
題
と
し
た
い
。
第
一
に
、
一
七
九
一
年
の
A
目
録
で
は
、
収
納
箪
笥
等
が
「
当
用
」
と
そ
れ
以

外
の
も
の
に
区
別
さ
れ
、
全
体
の
秩
序
が
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
「
手
前
」
と
そ
れ
以
外
の
も
の
に
弁
別
さ
れ
て
い
る
。
で

は
こ
れ
を
、
当
時
に
お
け
る
私
文
書
と
公
文
書
の
区
別
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
触
れ
た
「
手
前
」
法
箪
笥

の
村
入
用
夫
銭
帳
は
、
後
に
、
墨
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
御
用
場
文
書
記
録
に
入
れ
ら
れ
る
性
質
の
文
書
で
あ
り
、
ま
た
B
目
録
の
付
札

に
よ
れ
ば
、
「
手
前
」
の
仁
箪
笥
文
書
は
、
一
八
四
一
（
天
保
一
二
）
年
に
御
用
場
に
導
入
さ
れ
た
新
赤
箪
笥
に
残
ら
ず
移
動
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
手
前
」
文
書
箪
笥
に
収
納
さ
れ
た
文
書
記
録
を
、
即
座
に
私
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
「
手
前
箪
笥
」
は
新
出
し
た
「
御
用
場
箪
笥
」
に
対
す
る
語
句
と
解
釈
し
、
手
前
が
管
理
す
る
文
書
群
と
御
用
場
が
管
理
す
る

文
書
群
が
存
在
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
第
二
は
、
A
目
録
で
は
度
箪
笥
と
大
箪
笥
（
別
称
”
「
ニ
ッ
引
出
」
）
を
中
心
に
、
他
の
箪
笥
に
も
「
当
時
不
用
」
と
記
さ
れ
た
文
書
が
存
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在
し
た
が
、
本
目
録
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
A
目
録
で
は
法
箪
笥
の
引
き
出
し
六
に
「
元
禄
よ
り
享
保
迄
、
諸
書
物

当
時
不
用
」
と
さ
れ
る
文
書
小
群
が
存
在
し
た
が
、
本
目
録
に
は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
B
目
録
の
仁
箪
笥
部

分
の
付
札
に
「
此
内
不
用
品
、
土
蔵
ニ
ツ
引
出
入
」
と
の
記
入
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
ニ
ッ
引
出
箪
笥
が
土
蔵
に
置
か
れ
、
不
用
文
書

が
移
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
箪
笥
の
目
録
が
別
帳
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
一
七
九
一
年
か
ら
一
八
一
六
年
ま
で
の
間
に
、
御
用
場
赤
箪
笥
文
書
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
一
六
年
段
階
で
は
、

名
主
の
様
々
な
機
能
に
関
わ
る
現
用
性
の
高
い
文
書
記
録
が
収
納
さ
れ
、
の
ち
に
史
料
一
〇
の
墨
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
〈
御
用
場
文

書
〉
が
独
立
し
、
集
中
管
理
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
記
録
は
、
長
百
姓
の
本
百
姓
株
や
そ
の
特
権
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

逆
に
年
貢
諸
役
等
の
勘
定
過
程
を
公
開
す
る
も
の
で
も
な
い
。
一
七
九
〇
年
の
地
押
し
作
業
か
ら
翌
年
の
文
書
記
録
調
査
の
延
長
上
に
位

置
し
、
村
請
け
し
た
年
貢
等
の
完
遂
の
た
め
に
、
土
地
お
よ
び
貢
租
負
担
者
を
確
実
に
管
理
し
、
そ
の
上
で
村
に
お
け
る
百
姓
の
成
り
立

ち
と
義
務
を
明
確
に
す
る
文
書
記
録
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
〈
御
用
場
文
書
〉
の
成
立
は
、
同
時
に
、
使

用
を
終
え
た
文
書
の
移
動
を
必
要
と
し
た
。
年
貢
割
付
状
や
村
入
用
夫
銭
帳
は
、
は
じ
め
御
用
場
赤
箪
笥
に
付
随
し
て
作
成
あ
る
い
は
使

用
さ
れ
、
後
に
他
の
輩
笥
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
御
用
場
文
書
の
集
中
管
理
と
と
も
に
、
大
箪
笥
に
よ
る
不
用
文
書

管
理
ま
で
の
〈
記
録
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
〉
が
成
立
し
た
こ
と
を
見
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
箪
笥
だ
け
に
使
わ
れ
た
赤
い
塗
料
は
、

漆
に
弁
柄
（
紅
ガ
ラ
）
を
混
ぜ
た
も
の
で
あ
り
、
防
虫
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
御
用
場
、
お
よ
び
御
用
場
赤
箪
笥
文
書
が
、
特
別

な
地
位
と
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
充
分
に
注
目
し
て
よ
い
。
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二
）
名
主
宅
の
構
造
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図3　名主柳沢宅の構造略図

　
次
に
、
手
前
と
御
用
場
の
問
題
、
そ

し
て
土
蔵
の
不
用
文
書
箪
笥
へ
の
移
動

の
問
題
を
空
間
的
に
把
握
す
る
こ
と
を

試
み
て
み
た
い
。
「
名
主
柳
沢
宅
の
構

造
略
図
」
は
、
現
家
屋
と
一
八
九
〇
年

　
　
　
　
（
4
3
）

頃
の
鳥
鰍
写
真
、
そ
し
て
一
八
九
四
年

　
　
　
（
4
4
V

の
平
面
図
を
も
と
に
、
柳
沢
哲
郎
氏
よ

　
　
　
　
　
　
（
4
5
V

り
の
聞
き
取
り
調
査
内
容
を
加
え
て
作

成
し
た
。

　
名
主
宅
は
、
は
じ
め
に
五
郎
兵
衛
用

水
が
通
過
す
る
上
原
の
集
落
の
う
ち
、

三
方
向
に
分
水
が
お
こ
な
わ
れ
る
地
点

に
位
置
す
る
。
正
門
は
北
側
に
、
そ
し

て
も
う
一
つ
東
門
が
配
さ
れ
、
名
主
宅

全
体
は
、
中
門
で
区
切
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
北
側
の
空
間
と
南
側
の
空
間

に
分
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
奥
間
・

居
間
・
勝
手
・
蔵
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
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柳
沢
家
に
よ
る
水
車
利
用
、
用
水
の
引
き
込
み
に
よ
る
炊
事
・
洗
濯
等
が
お
こ
な
わ
れ
た
私
的
な
空
間
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
南
側
の
空
間
は
、
中
庭
を
囲
ん
で
、
代
官
間
・
表
間
・
御
用
場
・
手
習
場
・
中
門
．
東
門
．
蔵
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
代
官
間
は
、
代
官
や
役
人
が
来
村
し
た
時
に
の
み
使
用
さ
れ
、
ま
た
御
用
場
は
、
「
勘
定
の
間
」
と
も
呼
ば
れ
、
名
主
が
年

貢
勘
定
を
は
じ
め
と
す
る
職
務
を
お
こ
な
っ
た
部
屋
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
中
庭
に
は
、
年
貢
米
な
ど
が
運
び
込
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、

南
側
の
蔵
（
現
存
し
な
い
）
は
そ
の
収
納
に
使
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
手
習
場
」
（
現
存
し
な
い
）
は
、
名
主
が
手
習
い
を
教
え

た
部
屋
で
あ
り
、
明
治
期
ま
で
は
子
供
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
南
側
の
空
間
は
、
代
官
や
百
姓
が
出
入
り
す
る

公
的
な
共
同
空
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
一
八
一
六
年
の
「
諸
書
物
見
出
手
引
帳
」
以
降
の
記
録
管
理
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
御
用
場
赤
箪

笥
は
、
そ
の
名
称
か
ら
御
用
場
（
勘
定
間
）
に
配
置
さ
れ
た
と
考
え
て
、
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
手
前
」
と
さ
れ
た

仁
箪
笥
・
法
箪
笥
・
豊
箪
笥
は
、
御
用
場
で
は
な
く
、
北
側
の
居
間
な
ど
に
置
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
残
る
寛
箪

笥
と
大
箪
笥
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
寛
は
、
一
七
九
一
年
段
階
で
「
当
用
」
と
さ
れ
、
ま
た
一
八
＝
ハ
年
段
階
で
も
赤

箪
笥
に
次
い
で
現
用
性
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
八
つ
の
引
出
の
機
能
性
や
大
型
・
堅
牢
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
御
用
場
に
常
置
さ
れ
た

と
考
え
て
も
不
相
応
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
ニ
ツ
引
出
箪
笥
は
、
B
目
録
の
付
札
に
「
此
内
不
用
品
、
土
蔵
ニ
ッ
引
出
入
」

と
あ
り
、
土
蔵
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
「
土
蔵
」
は
、
公
的
な
共
同
空
間
を
構
成
し
た
南
側
の
蔵
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
も
推
測
を
含
む
考
察
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
空
間
的
把
握
は
、
手
習
場
に
お
け
る
学
習
内
容
か
ら
、
村
方
文
書
の
作
成
．

管
理
と
の
関
係
、
さ
ら
に
領
主
・
村
役
人
・
百
姓
の
相
互
交
流
の
あ
り
方
、
年
貢
納
入
と
勘
定
過
程
等
の
公
開
の
問
題
な
ど
を
直
接
に
想

起
さ
せ
る
。
近
世
百
姓
の
公
的
意
識
や
政
治
文
化
の
展
開
を
見
捉
え
る
た
め
に
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に
1
近
世
に
お
い
て
百
姓
が
獲
得
し
た
公
的
知
識
ー

近世五郎兵衛新田村の記録管理と村政

　
本
稿
で
は
、
大
石
氏
が
明
ら
か
に
し
た
二
つ
の
村
政
の
動
向
に
つ
い
て
、
記
録
管
理
史
の
視
座
か
ら
統
一
的
に
考
察
し
て
き
た
。
こ
の

結
果
、
〈
抱
親
．
抱
〉
関
係
に
も
と
つ
く
長
百
姓
主
導
の
秩
序
が
一
方
に
存
在
し
な
が
ら
も
、
村
運
営
全
体
と
し
て
は
、
高
持
百
姓
の
惣

百
姓
結
合
を
基
礎
と
し
た
秩
序
が
全
体
を
覆
っ
て
い
く
様
子
が
認
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
五
郎
兵
衛
新
田
村
は
、
村
請
け
し
た
年
貢
・
諸
役

等
を
確
か
な
貢
租
負
担
者
に
割
り
当
て
、
共
同
費
用
を
節
減
し
な
が
ら
完
遂
し
、
高
持
百
姓
が
百
姓
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
く
こ
と
に
こ

そ
運
営
の
眼
目
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
村
内
職
制
と
記
録
管
理
方
式
を
整
備
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
一
九

世
紀
前
半
に
、
御
用
場
文
書
を
集
中
管
理
し
、
半
現
用
・
非
現
用
文
書
を
移
管
し
て
管
理
し
て
い
く
く
文
書
記
録
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
V

が
成
立
し
た
こ
と
は
、
こ
の
運
営
の
所
産
で
あ
り
、
当
該
村
の
村
政
の
到
達
点
を
示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
営
み
の
間
、
百
姓
た
ち
は
何
を
獲
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
一
〇
月
に
な
っ
て
五
郎
兵
衛

新
田
村
の
「
小
前
一
同
」
は
、
悪
弊
改
革
を
伊
那
縣
役
所
御
影
局
に
求
め
た
。
訴
え
の
あ
ら
ま
し
は
、
名
主
役
所
左
衛
門
は
「
天
保
年
中

よ
り
格
別
二
私
欲
押
領
相
募
り
」
、
組
頭
選
任
や
役
給
・
年
貢
諸
役
勘
定
な
ど
を
思
い
の
ま
ま
に
し
、
「
大
禄
」
に
な
っ
た
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
核
心
部
分
を
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
述
べ
る
。

史
料
「
一

　
一
年
貢
御
役
所
よ
り
御
下
ヶ
渡
シ
ニ
相
成
候
御
割
附
・
皆
済
目
録
、
村
役
人
江
一
切
二
拝
見
不
為
致
、
猶
破
免
年
之
割
合
勘
定
、
所
左

　
　
衛
門
壱
人
二
而
致
シ
、
端
紙
江
印
置
、
夫
ヲ
役
人
江
見
セ
候
、
全
何
分
之
御
引
免
二
相
成
候
哉
、
役
人
之
壱
同
不
案
内
、
諸
事
勘
定

　
　
向
詰
り
勘
定
過
足
見
届
ヶ
候
役
人
之
無
御
座
候

83



　
一
村
方
入
用
帳
と
申
も
の
天
保
年
中
よ
り
無
之
、
百
姓
代
二
筆
算
不
為
致
、
都
而
自
分
日
記
江
附
込
、
年
々
十
一
月
二
相
成
候
得
者
親

　
　
子
二
而
算
当
致
シ
、
別
帳
江
〆
高
斗
り
印
出
シ
、
諸
夫
銭
井
二
郷
中
江
年
内
所
左
衛
門
立
替
諸
差
引
、
役
人
二
一
切
不
相
訳
様
取
斗

　
　
（
4
6
）

　
　
之
事

こ
の
訴
え
に
よ
れ
ば
、
五
郎
兵
衛
新
田
村
で
は
先
の
到
達
点
を
示
し
た
後
、
運
営
が
名
主
一
人
の
掌
中
に
握
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現

存
す
る
村
方
文
書
を
通
覧
し
た
場
合
に
も
、
一
九
世
紀
中
ご
ろ
以
降
、
領
主
方
へ
提
出
す
る
文
書
以
外
は
数
量
的
に
減
っ
て
い
る
こ
と
が

容
易
に
知
ら
れ
、
ま
た
新
た
に
記
録
管
理
を
進
め
た
形
跡
も
見
あ
た
ら
な
い
。
名
主
不
正
の
当
否
は
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
訴
訟
側
「
小

前
一
同
」
が
、
割
付
・
皆
済
や
破
免
年
の
勘
定
を
村
役
人
に
公
開
し
、
周
知
す
べ
き
だ
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
ま
た
村
入
用
帳
を
作
成
し
、

小
前
百
姓
の
代
表
で
あ
る
百
姓
代
が
加
わ
っ
て
筆
算
し
、
村
役
人
と
と
も
に
諸
夫
銭
．
立
替
金
を
差
引
勘
定
す
べ
き
だ
と
す
る
公
的
知
識

を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
い
つ
頃
か
ら
公
開
や
帳
簿
シ
ス
テ
ム
が
滞
っ
て
い
る
の
か
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
小
前
一
同
」
は
、
一
八
世
紀
は
じ
め
の
村
方
三
役
の
成
立
か
ら
、
一
九
世
紀
前
半
に
到
達
点
を
示
す
記
録
管

理
器
具
を
用
い
た
組
織
的
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
の
成
立
に
至
る
営
み
の
所
産
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
公
的
な
意
識
と
知
識
を
獲
得
し
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
記
録
管
理
史
の
視
座
か
ら
、
村
運
営
論
の
大
ま
か
な
見
取
り
図
を
提
示
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
推
測
と
不
十
分
な
実
証
を
残
し
な
が

ら
も
行
論
し
て
き
た
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
を
揚
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
は
、
本
稿
で
は
記
録
管

理
が
展
開
す
る
契
機
を
内
発
的
に
捉
え
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
描
き
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
先
に
検
討
し
た

武
蔵
国
秩
父
郡
上
名
栗
村
（
幕
府
領
）
の
犠
も
・
一
七
二
四
（
享
保
九
）
年
の
年
貢
等
勘
定
を
め
ぐ
る
村
方
騒
動
と
一
八
世
紀
末
葉
の

地
押
し
作
業
を
契
機
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
一
致
は
幕
府
代
官
所
行
政
と
経
済
史
的
な
変
化
が
外
的
な
契
機
と
な
っ
て
い
た
こ
と

を
も
の
語
る
。
特
に
前
者
の
領
主
的
契
機
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
考
、
え
る
。
第
二
に
、
本



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

稿
の
不
十
分
な
点
は
、
村
方
文
書
の
共
時
的
な
構
造
を
お
さ
え
、
か
つ
通
時
態
の
構
造
を
見
て
い
く
検
討
を
し
て
い
な
い
点
、
お
よ
び
上

原
．
中
原
．
下
原
の
集
落
や
組
な
ど
の
村
内
下
位
組
織
に
お
け
る
記
録
管
理
を
視
野
に
入
れ
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
再
論
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

近世五郎兵衛新田村の記録管理と村政

註
（
1
）
　
薮
田
貫
『
国
訴
と
百
姓
一
揆
の
研
究
』
（
校
倉
書
房
、
　
一
九
九
二

　
年
）
、
谷
山
正
道
「
近
世
後
期
の
地
域
社
会
の
変
容
と
民
衆
運
動
」

　
（
『
歴
史
学
研
究
』
六
二
六
号
、
一
九
九
一
年
）
、
久
留
島
浩
「
近
世
後

　
期
の
「
地
域
社
会
」
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
評
論
』
四
九

　
九
号
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）
　
大
石
慎
三
郎
『
近
世
村
落
の
構
造
と
家
制
度
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
＼

　
一
九
六
八
年
）
所
収

（
3
）
　
『
松
田
智
雄
教
授
還
暦
記
念
皿
市
民
社
会
の
経
済
構
造
』
（
有
斐
閣
、

　
一
九
七
二
年
）
所
収
、
の
ち
大
石
慎
三
郎
『
近
世
村
落
の
構
造
と
家
制

　
度
　
増
補
版
』
（
一
九
七
六
年
）
所
収

（
4
）
　
安
藤
正
人
「
記
録
史
料
の
保
存
と
整
理
に
つ
い
て
」
（
南
予
古
文

　
書
の
会
編
『
記
録
史
料
を
守
る
た
め
に
』
、
　
一
九
九
二
年
）

（
5
）
　
安
藤
正
人
「
史
料
の
整
理
と
検
索
手
段
の
作
成
」
（
国
立
国
文
学

　
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
史
料
の
整
理
と
管
理
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八

　
八
年
）

（
6
）
　
拙
稿
「
構
造
分
析
と
記
録
管
理
史
研
究
」
（
『
史
料
館
報
』
第
五
八

　
号
、
一
九
九
三
年
三
月
、
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
）

（
7
）
　
近
世
の
五
郎
兵
衛
新
田
村
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
見
は
、
斎
藤

洋
一
『
五
郎
兵
衛
新
田
と
被
差
別
部
落
』
（
＝
＝
書
房
、
　
一
九
八
七

年
）
に
よ
っ
た
。
同
氏
お
よ
び
五
郎
兵
衛
記
念
館
か
ら
は
、
史
料
閲
覧

　
の
便
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
様
々
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

　
こ
こ
に
記
し
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

（
8
）
　
ま
た
小
泉
和
子
『
箪
笥
』
（
も
の
と
人
間
の
文
化
史
四
六
、
法
政

大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
年
）
か
ら
も
多
く
の
知
見
を
得
た
。

（
9
）
　
『
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
信
州
佐
久
郡
五
郎
兵
衛
新
田
村
柳
沢

家
文
書
』
（
二
）
、
D
三
一
番
。
以
下
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
同
文
書

群
を
『
柳
沢
信
哉
家
文
書
』
と
表
記
す
る
。

（
1
0
）
　
柳
沢
信
哉
「
柳
澤
家
系
図
」
（
同
『
柳
澤
家
家
史
』
一
九
七
六

年
）
を
も
と
に
作
成
し
た
。

（
1
1
）
　
『
五
郎
兵
衛
新
田
古
文
書
目
録
』
第
四
集
、
一
二
頁
写
真
版
（
浅

科
村
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
）

（
1
2
）
　
同
前
、
二
九
頁
写
真
版

（
1
3
）
　
「
寛
文
七
年
四
月
中
せ
き
の
水
貰
い
に
つ
き
証
文
」
（
同
前
、
二
七

頁
写
真
版
）
、
「
延
宝
七
年
四
月
二
十
日
番
水
違
背
に
つ
き
一
札
」
（
同

前
、
三
八
頁
写
真
版
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
1
4
）
　
同
前
、
一
五
～
二
一
頁
写
真
版

（
1
5
）
　
『
柳
沢
信
哉
家
文
書
』
（
二
）
、
D
五
番
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26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16

同
前
（
一
）
、
一
一
四
三
番

同
前
（
二
）
、
D
七
番

同
前
（
三
）
、
1
三
番

同
前
－
一
番

同
前
－
七
、
お
よ
び
一
〇
番

同
前
（
二
）
、
C
六
四
番

同
前
D
二
五
・
二
六
番

同
前
D
二
六
番

同
前
（
一
）
、
一
二
八
〇
番

同
前
二
六
六
六
番

『
柳
沢
本
也
家
文
書
』
九
七
番

『
五
郎
兵
衛
新
田
古
文
書
目
録
』
第
一
集
、

委
員
会
）

（
2
7
）
　
『
柳
沢
信
哉
家
文
書
』
（
二
）
、
D
七
五
番

（
2
8
）
　
同
前
、
C
七
八
・
七
九
番

（
2
9
）
　
大
石
慎
三
郎
「
村
方
三
役
の
成
立
」
四
二
四
～
六
頁
よ
り
引
用

　
（
『
近
世
村
落
の
構
造
と
家
制
度
　
増
補
版
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九

七
六
年
）

34　33　32　31　30

（
浅
科
村
五
郎
兵
衛
記
念
館
所
蔵
、

　
　
一
八
三
頁
、
浅
科
村
教
育

『
柳
沢
信
哉
家
文
書
』
（
こ
、
＝
二
六
九
番

同
前
（
二
）
、
D
三
八
～
七
三
番

同
前
D
七
七
番

『
柳
沢
本
也
家
文
書
』
四
九
八
番

『
柳
沢
信
哉
家
文
書
』
（
二
）
、
D
七
八
番

些蓼4＿3笥
　　　　　　　　　一

42　41　40　39　38　37　36　35
氏
に
現
柳
沢
信
哉
宅
（
近
世
後
期
の
名
主
家
）

多
大
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
な
お
、

像
は
、

史
料
館
制
作
）

礼
を
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

（
4
6
）
　
『
柳
沢
信
哉
家
文
書
』
（
三
）
、
五
〇
五
二
番

（
4
7
）
　
拙
稿
「
村
方
騒
動
と
文
書
の
作
成
・
管
理
シ
ス
テ
ム
ー
武
蔵
国
秩

父
郡
上
名
栗
村
名
主
町
田
家
を
事
例
と
し
て
ー
」
（
『
学
習
院
大
学
史
料

　
館
紀
要
』
第
六
号
、
　
一
九
九
一
年
）

（
4
8
）
　
註
（
6
）
拙
稿
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
方
法
の
重
要
性
を
提
示

　
し
た
。

同
前
D
八
二
番

同
前
（
一
）
、
＝
二
五
五
番

同
前
、
一
三
五
六
番

同
前
、
二
三
一
番

同
前
、
一
三
六
九
番

同
前
（
二
）
、
D
一
六
六
番

学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
、
柳
沢
信
哉
家
文
書
一
括
文
書

学
習
印
大
学
史
料
館
所
蔵
、
柳
沢
信
哉
家
旧
蔵
「
御
用
場
赤
箪

一
の
引
き
出
し
背
面
墨
書

浅
科
村
柳
沢
哲
郎
氏
所
蔵

『
柳
沢
信
哉
家
文
書
』
（
三
）
、
五
四
三
四
番

一
九
九
二
年
五
月
、
現
地
調
査
に
赴
い
た
折
、
浅
科
村
柳
沢
哲
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
御
案
内
い
た
だ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
時
の
お
話
と
家
屋
の
映

　
映
像
資
料
「
五
郎
兵
衛
新
田
の
歴
史
的
景
観
」
（
学
習
院
大
学

　
　
　
　
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
、
厚
く
御
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